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　７月13日、境町公民館で水を使った実験遊
び『水であそぼう』が行われ、小学生の親子
連れなど205人が参加しました。
　水、洗濯のり、ホウ砂、食紅をかき混ぜて
出来る、不思議な物体〝スライム〟作りは、
子どもたちに大人気。大人も子どもも水に親
しむ一日となりました。

実験！水であそぼう
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『
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
!
２
０
１
３
』

と
題
し
た
平
成
25
年
度
横
手
市
総
合

防
災
訓
練
が
７
月
18
日
、
大
森
体
育

館
を
中
心
に
行
わ
れ
、
市
民
ら
約
４

０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
始
に
先
立
ち
、
川
井
危
機
管
理

室
長
が
今
回
の
訓
練
に
つ
い
て
「
参

加
者
の
災
害
へ
の
対
応
確
認
、
関
係

機
関
の
連
携
強
化
、
沿
岸
部
の
災
害

に
対
す
る
後
方
支
援
拠
点
機
能
の
充

実
、
来
年
度
の
県
総
合
防
災
訓
練
に

向
け
た
予
行
的
訓
練
を
意
識
す
る
」

と
参
加
者
に
説
明
し
ま
し
た
。

　

屋
外
で
は
、
今
回
初
め
て
市
の
防

災
訓
練
に
参
加
し
た
陸
上
自
衛
隊
が

１
５
０
人
分
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
作

る
炊
き
出
し
を
実
施
。
体
育
館
入
り

口
付
近
で
は
、
救
急
隊
員
ら
が
け
が

人
の
症
状
を
判
断
す
る
ト
リ
ア
ー
ジ

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
直
後
の
石

巻
赤
十
字
病
院
の
初
動
体
制
を
記
録

し
た
Ｖ
Ｔ
Ｒ
が
上
映
さ
れ
る
と
、
参

加
者
は
不
眠
不
休
の
救
護
活
動
の
様

子
を
真
剣
に
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

　

避
難
所
に
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

配
慮
し
た
仕
切
り
が
設
け
ら
れ
、
段

ボ
ー
ル
で
高
齢
者
向
け
の
簡
易
ベ
ッ

ド
な
ど
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
横
手
市
社
会

福
祉
協
議
会
は
受
入
窓
口
を
設
置
し

た
ほ
か
、
災
害
対
策
本
部
で
は
、
携

帯
電
話
に
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
一
斉

配
信
す
る
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
市
と
災
害
時
の
応
援
協
定

を
結
ん
で
い
る
ヨ
コ
ウ
ン
株
式
会
社

の
社
員
が
支
援
物
資
を
避
難
所
ま
で

運
搬
。
そ
の
仕
分
け
に
は
北
都
銀
行

大
森
支
店
の
行
員
も
加
わ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
よ
る
重

症
患
者
の
搬
送
と
県
の
防
災
ヘ
リ
に

よ
る
物
資
の
輸
送
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
自
衛
隊
や
災
害

時
の
応
援
協
定
を
結
ん
だ
事
業
所
と

の
連
携
を
は
じ
め
、
災
害
時
の
初
動

体
制
確
認
な
ど
実
践
的
な
訓
練
に
な

り
ま
し
た
。
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今月の表紙

　『水であそぼう』では、スライ
ム作りのほか、浮沈子作り、バブ
ロケットの発射体験が行われまし
た。また、屋外ではシャボン玉や
水てっぽう遊びなど、子どもたち
は大喜び。濡れるのも気にせず遊
んでいました。

ふ ち ん し

山内地域多目的総合施設建設工事安全祈願祭

来年４月の使用開始を目指す
　

『
人
に
や
さ
し
く
、
気
軽
に
集
え

る
便
利
な
庁
舎
』
を
建
設
の
イ
メ
ー

ジ
と
し
、
検
討
が
進
め
ら
れ
て
き
た

山
内
地
域
多
目
的
総
合
施
設
の
建
設

工
事
安
全
祈
願
祭
が
７
月
９
日
、
建

設
予
定
地
の
旧
山
内
公
民
館
跡
地
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
山
内
地
域
づ
く
り
協
議

会
委
員
、
山
内
地
域
局
庁
舎
建
設
委

員
、
市
議
会
議
員
、
工
事
関
係
者
な

ど
61
人
が
出
席
。
神
事
を
行
い
、
工

事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

新
し
く
建
設
す
る
施
設
は
、
山
内

地
域
局
庁
舎
に
公
民
館
と
消
防
署
山

内
分
署
の
機
能
を
併
せ
持
つ
多
目
的

総
合
施
設
と
な
り
ま
す
。
施
設
の
規

模
は
、鉄
骨
造
２
階
建
て（
一
部
平
屋

建
て
）で
、延
べ
床
面
積
は
２
，３
６
３

平
方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

施
設
は
、
地
域
住
民
が
気
軽
に
集

え
る
場
、
災
害
時
の
拠
点
と
し
て
の

役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
来
年

４
月
の
使
用
開
始
に
向
け
て
、
工
事

が
進
め
ら
れ
ま
す
。

鍬いれで安全祈願する五十嵐市長

明石康氏『国際文化講演会』 

日本の当面するチャレンジ

日本の国際化について話す明石氏（円内）
と講演会の様子

　

７
月
４
日
、
秋
田
県
市
町
村
振
興

協
会
主
催
に
よ
り
、
公
益
財
団
法
人

国
際
文
化
会
館
の
理
事
長
で
元
国
連

事
務
次
長
の
明
石
康
氏
が
横
手
セ
ン

ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
で
講
演
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

講
演
は
『
日
本
の
当
面
す
る
チ
ャ

レ
ン
ジ
』
と
題
し
て
、
日
本
と
諸
外

国
と
の
関
係
や
国
際
社
会
の
変
化
、

自
由
貿
易
に
つ
い
て
な
ど
、
自
身
の

豊
富
な
経
験
に
基
づ
い
た
内
容
で
し

た
。
ま
た
、
世
界
に
求
め
ら
れ
る
人

材
は
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
旺
盛
で
、

異
文
化
を
知
っ
て
い
る
こ
と
。
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
高
く
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
価
値
観
を
持
っ
て
い
る

こ
と
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

会
場
を
埋
め
尽
く
す
ほ
ど
の
参
加

者
は
、
明
石
氏
の
話
に
真
剣
に
耳
を

傾
け
、
質
問
も
活
発
に
飛
び
交
う
な

ど
、
国
際
的
視
野
を
持
つ
こ
と
の
重

要
性
を
再
認
識
し
た
よ
う
で
し
た
。

全国小学生陸上競技交流大会秋田県
予選大会にて好成績を収めました！

 

【
少
年
の
部
】

◆
５
年
１
０
０
㍍ 

第
３
位 

遠
藤
政
輝（
旭
小
）

◆
１
，０
０
０
㍍ 

第
２
位 

齋
藤
元
気（
増
田
小
）

◆
８
０
㍍
障
害 

第
３
位 

安
藤
倭（
雄
物
川
北
小
）

◆
走
り
幅
跳
び 

第
２
位 

宮
川
聖
悠（
大
森
小
）

◆
ボ
ー
ル
投
げ 

第
２
位 

黒
澤
優
臣（
朝
倉
小
） 

　

第
３
位 

渡
部
温
大（
植
田
小
）

◆
４
０
０
㍍
リ
レ
ー 

第
２
位 

生
出
悠
葵
・
佐

  

藤
大
空
・
関
口
愛
斗
・
伊
藤
優
樹（
朝
倉
小
）  

【
少
女
の
部
】

◆
５
年
１
０
０
㍍ 

第
２
位 

米
川
果
歩（
大
森
小
）

◆
８
０
㍍
障
害 

第
３
位 

中
川
原
き
あ（
旭
小
）

◆
走
り
高
跳
び 

第
２
位 

佐
藤
黎
惟（
増
田
小
）  

　

第
３
位 

渡
辺
胡
薪（
大
森
小
） 

◆
ボ
ー
ル
投
げ 

第
３
位 

柴
田
楓
花（
植
田
小
）  

今
大
会
の
上
位
入
賞
者(

敬
称
略
）

今
大
会
の
上
位
入
賞
者(

敬
称
略
）

８００メートル

(福地小）
菅原 琳樺菅原 琳樺

８０メートル障害

(吉田小）
高橋 遼乃介高橋 遼乃介

【
少
年
の
部
】

【
少
女
の
部
】

り ん　 か りゅう　 の　 すけ

神谷地・小出遺跡現地説明会 

古代の歴史解明の手がかりに
　

雄
物
川
町
薄
井
地
区
の
神
谷
地
遺

跡
と
小
出
遺
跡
の
現
地
説
明
会
が
、

７
月
13
日
、
発
掘
現
場
で
開
催
さ
れ

多
く
の
参
加
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

神
谷
地
遺
跡
と
小
出
遺
跡
は
、
神

谷
地
集
落
の
北
側
に
位
置
し
ま
す
。

　

神
谷
地
遺
跡
か
ら
は
、
30
軒
を
超

え
る
縄
文
時
代
中
期
（
約
５
，
０
０

０
〜
４
，
０
０
０
年
前
）
の
竪
穴
住

居
跡
や
晩
期
（
約
３
，０
０
０
〜
２
，

４
０
０
年
前
）
の
岩
版
（
ま
じ
な
い

に
使
用
し
た
と
み
ら
れ
る
石
製
の
道

具
）
な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
出
遺
跡
か
ら
は
県
内
で

も
２
軒
し
か
見
つ
か
っ
て
い
な
い
古

墳
時
代
（
約
１
，
７
０
０
〜
１
，
４

０
０
年
前
）
の
竪
穴
住
居
跡
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
珍
し
い
出
土
遺
物
な

ど
に
見
入
り
、
人
々
が
こ
の
地
で
暮

ら
し
て
い
た
歴
史
に
思
い
を
は
せ
て

い
ま
し
た
。
遺
跡
は
今
後
、
水
田
に

戻
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

小雨の中、市文化財保護課の職員の
説明を熱心に聞く参加者



　

平
成
24
年
度
か
ら
国
の
新
し
い
事
業
『
人
・
農

地
プ
ラ
ン
（
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
』
が

始
ま
り
ま
し
た
。
「
地
域
に
新
た
な
担
い
手
が
で

き
た
」、「
離
農
す
る
農
家
が
生
じ
た
」
な
ど
地
域

の
状
況
変
化
に
応
じ
、
『
人
・
農
地
プ
ラ
ン
』
の

見
直
し
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【問い合わせ】
市農業政策課
　32-2112

市ホームページ番号
000010542

農
業
の
担
い
手
・
農
地
の
未
来
図
を
描
く

農
業
の
担
い
手
・
農
地
の
未
来
図
を
描
く

農
業
の
担
い
手
・
農
地
の
未
来
図
を
描
く

　

地
域
の
実
情
を
話
し
合
い

　
　
　
　

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
見
直
し
を

　

地
域
の
実
情
を
話
し
合
い

　
　
　
　

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
見
直
し
を

※
注
１

さ
く 

ほ

※
注
１
…
農
地
が
数
カ
所
に
分
散
し
て
い
る
状
態

　
　 

地
域
の
話
し
合
い
で

 　
　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
変
更

　

市
や
Ｊ
Ａ
で
は
、
地
域
の
話
し
合

い
を
進
め
る
た
め
の
農
地
図
面
の
作

成
・
提
供
を
は
じ
め
、
利
用
権
設
定

や
法
人
化
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
各

種
事
業
や
協
力
金
に
関
す
る
総
合
的

な
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

「
今
す
ぐ
誰
か
に
農
地
を
任
せ
た

い
」、「
草
だ
ら
け
の
農
地
を
ど
う
に

か
し
た
い
」、「
農
地
が
分
散
し
て
効

率
が
悪
い
」、「
草
刈
り
や
水
草
管
理

な
ど
地
域
の
人
と
協
力
し
て
営
農
を

し
た
い
」
な
ど
、
農
業
経
営
に
つ
い

て
地
域
の
集
会
な
ど
で
、
市
や
Ｊ
Ａ

担
当
者
を
交
え
て
話
し
合
い
を
行
い
、

『
人
・
農
地
プ
ラ
ン
』
の
変
更
の
手

続
き
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

　

ま
た
、
担
い
手
の
皆
さ
ん
が
、
将

来
的
に
農
地
の
集
積
を
進
め
る
に
あ

た
り
、
経
営
農
地
が
分
散
し
な
い
よ

う
、
エ
リ
ア
協
定
な
ど
の
話
し
合
い

の
お
手
伝
い
も
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
『
人
・
農
地
プ
ラ
ン
』

の
見
直
し
は
、
平
成
26
年
１
月
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
　 

プ
ラ
ン
策
定（
変
更
）の

　
　 

　
担
い
手
へ
の
メ
リ
ッ
ト

　
『
人
・
農
地
プ
ラ
ン
』に
、
担
い
手

（
中
心
経
営
体
）な
ど
と
し
て
位
置
づ

け
さ
れ
る
と
、
次
の
よ
う
な
支
援
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

青
年
就
農
給
付
金（
経
営
開
始
型
）

◎
45
歳
未
満
で
独
立
・
自
営
に
よ
り

新
規
就
農
す
る
人
の
経
営
開
始
計
画

が
承
認
さ
れ
た
場
合
、
年
間
１
５
０

万
円（
最
長
５
年
間
）を
給
付
し
ま
す
。

◆
応
募
の
締
切
／
９
月
13
日（
金
）

経
営
体
育
成
支
援
事
業

◎
担
い
手
や
女
性
グ
ル
ー
プ
に
対
し
、

農
業
生
産
や
加
工
・
販
売
に
必
要
な

機
械
な
ど
を
融
資
を
受
け
て
導
入
す

る
場
合
、
融
資
残
額
を
補
助
し
ま
す
。

現
在
は
、
平
成
26
年
度
の
要
望
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
※
平
成
25
年
度

の
事
業
要
望
は
終
了
。

◆
補
助
率
／
最
大
10
分
の
３　

◆
要
望
の
締
切
／
11
月
下
旬

規
模
拡
大
交
付
金
の
面
的
要
件
緩
和

◎
円
滑
化
団
体
（
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ

と
）
へ
の
、
相
手
方
を
指
定
し
な
い

白
紙
委
任
に
よ
る
利
用
権
設
定
の
場

合
で
、
経
営
所
得
安
定
対
策
（
昨
年

ま
で
の
戸
別
所
得
補
償
制
度
）
へ
の

加
入
や
、
農
地
の
連
坦
化
な
ど
の
一

定
の
要
件
を
満
た
し
た
方
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

◆
交
付
金
／
10
㌃
あ
た
り
２
万
円

※
地
域
の
話
し
合
い
に
よ
り
、『
人
・

農
地
プ
ラ
ン
』
に
集
積
エ
リ
ア
の
設

定
が
盛
り
込
ま
れ
た
場
合
、
連
坦
要

件
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
果
樹
畑
や
畑
地
を
集
積
す
る
場
合

は
経
営
所
得
安
定
対
策
へ
の
加
入
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
（
農
業
経
営
基
盤

強
化
資
金
）
の
無
利
子
化

◎
認
定
農
業
者
の
借
り
入
れ
が
、
５

年
間
実
質
無
利
子
と
な
り
ま
す
。

　
　 

プ
ラ
ン
策
定（
変
更
）の

　
　 

　
出
し
手
へ
の
メ
リ
ッ
ト

　

担
い
手
に
、
農
地
を
提
供
し
た
い

と
考
え
て
い
る
農
家
の
方
も
、『
人
・

農
地
プ
ラ
ン
』
に
、
出
し
手
と
し
て

位
置
づ
け
さ
れ
、
そ
の
農
地
も
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
と
、
次
の
よ
う
な

支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

農
地
集
積
協
力
金

①
経
営
転
換
協
力
金　

◎
地
域
の
話
し
合
い
に
よ
り（
人
・
農

地
プ
ラ
ン
の
変
更
を
前
提
と
す
る
）

受
け
手
の
内
諾
が
あ
り
、
円
滑
化
団

体
（
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
）
へ
の
10

年
以
上
の
白
紙
委
任
を
行
っ
た
場
合

で
、
離
農
・
土
地
利
用
型
作
目
か
ら

の
転
換
・
部
門
の
減
少
な
ど
一
定
の

要
件
を
満
た
す
販
売
農
家
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

◆
一
戸
あ
た
り
の
交
付
金
／
30
万
円

　
（
0.5
㌶
以
下
）、50
万
円（
0.5
㌶
超
〜

　

２
㌶
以
下
）、
70
万
円（
２
㌶
超
）

②
分
散
錯
圃
解
消
協
力
金

◎
農
地
の
連
坦
化
に
協
力
す
る
販
売

農
家
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
交
付
金
／
10
㌃
あ
た
り
５
千
円

◆
要
望
の
締
切
／
10
月
下
旬

　
　

　

各
事
業
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市

農
業
政
策
課
ま
で
お
早
め
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

国
で
は
、
持
続
可
能
な
力
強

い
農
業
を
推
進
す
る
上
で
課
題

と
な
っ
て
い
る
農
家
の
高
齢
化

や
後
継
者
不
足
、
耕
作
放
棄
地

の
増
加
な
ど
、
人
と
農
地
の
問

題
解
決
に
向
け
た
『
人
・
農
地

プ
ラ
ン
』
を
平
成
24
年
度
に
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

横
手
市
で
も
平
成
25
年
２
月

に
、
旧
市
町
村
を
範
囲
と
す
る

８
地
域
で『
人
・
農
地
プ
ラ
ン
』

が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
地
域
の
５

年
後
、
10
年
後
に
誰
が
ど
の
よ

う
に
農
地
を
利
用
し
農
業
を
進

め
て
い
く
の
か
を
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
よ
る
話
し
合
い
に
基
づ

き
策
定
す
る
も
の
で
、
農
地
利

用
な
ど
の
設
計
図
と
な
る
も
の

で
す
。

　
『
人
・
農
地
プ
ラ
ン
』を
策
定

す
る
こ
と
で
、
青
年
就
農
給
付

金
や
農
地
集
積
関
係
事
業
、
経

営
体
育
成
支
援
事
業
な
ど
を
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

国
で
は
、
持
続
可
能
な
力
強

い
農
業
を
推
進
す
る
上
で
課
題

と
な
っ
て
い
る
農
家
の
高
齢
化

や
後
継
者
不
足
、
耕
作
放
棄
地

の
増
加
な
ど
、
人
と
農
地
の
問

題
解
決
に
向
け
た
『
人
・
農
地

プ
ラ
ン
』
を
平
成
24
年
度
に
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

横
手
市
で
も
平
成
25
年
２
月

に
、
旧
市
町
村
を
範
囲
と
す
る

８
地
域
で『
人
・
農
地
プ
ラ
ン
』

が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
地
域
の
５

年
後
、
10
年
後
に
誰
が
ど
の
よ

う
に
農
地
を
利
用
し
農
業
を
進

め
て
い
く
の
か
を
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
よ
る
話
し
合
い
に
基
づ

き
策
定
す
る
も
の
で
、
農
地
利

用
な
ど
の
設
計
図
と
な
る
も
の

で
す
。

　
『
人
・
農
地
プ
ラ
ン
』を
策
定

す
る
こ
と
で
、
青
年
就
農
給
付

金
や
農
地
集
積
関
係
事
業
、
経

営
体
育
成
支
援
事
業
な
ど
を
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

国
で
は
、
持
続
可
能
な
力
強

い
農
業
を
推
進
す
る
上
で
課
題

と
な
っ
て
い
る
農
家
の
高
齢
化

や
後
継
者
不
足
、
耕
作
放
棄
地

の
増
加
な
ど
、
人
と
農
地
の
問

題
解
決
に
向
け
た
『
人
・
農
地

プ
ラ
ン
』
を
平
成
24
年
度
に
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

横
手
市
で
も
平
成
25
年
２
月

に
、
旧
市
町
村
を
範
囲
と
す
る

８
地
域
で『
人
・
農
地
プ
ラ
ン
』

が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
地
域
の
５

年
後
、
10
年
後
に
誰
が
ど
の
よ

う
に
農
地
を
利
用
し
農
業
を
進

め
て
い
く
の
か
を
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
よ
る
話
し
合
い
に
基
づ

き
策
定
す
る
も
の
で
、
農
地
利

用
な
ど
の
設
計
図
と
な
る
も
の

で
す
。

　
『
人
・
農
地
プ
ラ
ン
』を
策
定

す
る
こ
と
で
、
青
年
就
農
給
付

金
や
農
地
集
積
関
係
事
業
、
経

営
体
育
成
支
援
事
業
な
ど
を
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人・農地プラン 市政の窓行政報告 

横手地区更生保護サポートセンターが活動中

 犯罪・非行予防活動の地域拠点に

サポートセンターで連絡調整を行う保護司の皆さん

　

昨
年
の
11
月
１
日
か
ら
十
文
字
町

の
幸
福
会
館
に
横
手
地
区
更
生
保
護

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
、

更
生
保
護
を
行
う
保
護
司
が
相
談
業

務
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
保
護
司

は
、
犯
罪
や
非
行
を
犯
し
た
人
が
処

分
を
受
け
た
後
の
社
会
復
帰
を
支
援

し
た
り
、
犯
罪
や
非
行
を
未
然
に
防

ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
保
護
司
に
は
地
域
の

活
動
拠
点
が
な
く
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
、
地
域

に
根
ざ
し
た
活
動
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
は
月
曜
日

か
ら
金
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後

３
時
ま
で
開
設
し
て
お
り
、
企
画
調

整
保
護
司
７
人
の
う
ち
一
人
が
常
駐

し
面
接
や
交
通
短
期
講
習
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

横
手
地
区
保
護
司
会
の
磯
部
知
世

会
長
は
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
つ
い
て

「
保
護
司
間
の
情
報
交
換
が
で
き
、

処
遇
活
動
の
相
互

支
援
に
も
つ
な
が

っ
て
い
る
。
関
係

機
関
と
の
協
力
を

進
め
、
さ
ら
に
犯

罪
や
非
行
の
予
防
、

相
談
活
動
を
推
進

し
て
い
く
」
と
話

し
「
子
育
て
な
ど

で
悩
ん
で
い
る
地

域
の
人
た
ち
の
相

談
に
も
応
じ
た
い
」

と
、
地
域
に
開
か
れ
た
窓
口
で
も
あ

る
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
護
司
会
活
動
の
一
環
と

し
て
７
月
18
日
、
第
63
回
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
が
『
犯
罪
や
非
行
を

防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域

の
チ
カ
ラ
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
、
地
区
保
護
司

会
会
長
に
委
嘱
さ
れ
た
横
手
北
中
学

校
３
年
の
伊
藤
瑠
那
さ
ん
が
、
市
役

所
南
庁
舎
で
「
地
域
の
力
で
立
ち
直

り
を
決
意
し
た
人
を
支
え
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
」
と
い
う
法
務
大
臣

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
佐
藤
副
市
長
に
手

渡
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
保
護
司
会

の
皆
さ
ん
と
伊
藤
さ
ん
は
、
街
頭
パ

レ
ー
ド
を
行
い
な
が
ら
各
庁
舎
を
訪

問
し
運
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
域
に
根
ざ
し
た
保
護
司

会
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
、
犯

罪
や
非
行
の
抑
止
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

◆
横
手
地
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ

　

ン
タ
ー   

２
３
‐
８
６
７
０ 一日横手地区保護司会の会長に委嘱

された横手北中３年の伊藤瑠那さん

※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページ番号を入力すると関連情報がご覧いただけます

◆当日の有権者数
　県  男38,739人 / 女43,942人  計82,681人
  比　男38,739人 / 女43,942人  計82,681人
◆投票者数
　県  男22,295人 / 女23,557人  計45,852人
  比　男22,295人 / 女23,557人  計45,852人
◆投票率
　県  男57.55％ / 女53.61％    計55.46％
  比　男57.55％ / 女53.61％    計55.46％
◆投票総数の内訳
　県  有効投票44,859票 / 無効投票991票 

  比　有効投票43,649票 / 無効投票2,199票

※県は秋田県選出議員選挙、比は比例代表選出議員選挙

参議院比例代表選出議員選挙
●政党等の得票数

　第23回参議院議員通常選挙が７月21日に行われ、横手市
分の投票率は秋田県選出、比例代表選出ともに55.46％で、
前回と比べ10.16ポイント下回る結果となりました。
　本市分の開票結果は次のとおりです。
参議院秋田県選出議員選挙
●得票数（届出順） 
　１ なかいずみ松司 21,318票（260,846票）当選
  ２ 佐竹良夫　　    2,967票（ 36,371票）
　３ 西野あきら　　 　 819票（  6,736票）
　４ 松浦ダイゴ　   19,755票（194,497票）
　※（　）は秋田県の総得票数　

第23回 参議院議員通常選挙結果     ＨＰ番号000002916第23回 参議院議員通常選挙結果     ＨＰ番号000002916

届出順
１
２
３
４
５
６

得票数
2,093
8,292
167
1,183
1,054
151

届出順
７
８
９
10
11
12

 得票数
18,062
2,672
4,389
225
5,189
168

政党等の名称
みんなの党
民主党
新党大地
社会民主党
生活の党
みどりの風

政党等の名称
自由民主党
日本共産党
公明党

日本維新の会
幸福実現党

※上記得票数は政党等の投票数と各候補者個人の得票数を合算したもの
　で、小数点以下切り捨ての数値です。　

※持ち帰りほか2

※持ち帰りほか4

緑の党
グリーンズジャパン



横手わか杉カップ／スポーツ立市宣言記念講演会

東
北
大
会
優
勝
の
五
所
川
原

工
が
勢
い
に
乗
り
優
勝

決勝トーナメント結果
優勝：五所川原工

五
所
川
原
工

一
関
修
紅

山
形
南

雄
物
川

新
田

聖
隷

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

市
立
尼
崎

高
川
学
園

全国ブロック選抜高校男子バレーボール大会

７月５日（金）～７日（日）／雄物川体育館

　７月６日、市内の中学校男子バレーボールチー
ムを対象に、わか杉カップに出場した雄物川高校
の宇佐美義和監督はじめ８校の監督らによるバレ
ーボールクリニックが開催されました。
　全国の強豪校の監督から直接指導を受ける機会
に恵まれた中学生たちは、普段の練習とは一味違

う緊張感に包まれている様子で、懸命にボールを
追っていました。指導を行った山口県の高川学園
高校の有吉健二監督は「素直でとてもいい選手た
ちです。山口県はバレーボール人口が少ないので、
背の高い子どもたちの多さにも驚きました。うら
やましいですね」と話しました。

出場校の監督が中学生を指導

　

７
月
５
日
か
ら
３
日
間
の
日
程
で
、

第
６
回
全
国
ブ
ロ
ッ
ク
選
抜
高
校
男

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
『
横
手
わ
か

杉
カ
ッ
プ
』
が
雄
物
川
体
育
館
を
会

場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
全
国
か
ら
高
校
総
体
出

場
権
を
持
つ
チ
ー
ム
が
７
チ
ー
ム
選

抜
さ
れ
、
地
元
の
雄
物
川
高
校
と
合

わ
せ
て
８
つ
の
チ
ー
ム
が
、
高
校
総

体
の
前
哨
戦
と
し
て
熱
戦
を
展
開
し
、

五
所
川
原
工
業
高
校
（
青
森
県
）が
、

２
回
目
の
出
場
で
初
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

予
選
リ
ー
グ
を
２
勝
１
敗
の
２
位

で
通
過
し
た
地
元
の
雄
物
川
高
校
は
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
回
戦
で
山
形

南
高
校
と
対
戦
し
、
ス
ト
レ
ー
ト
勝

ち
で
準
決
勝
に
駒

を
進
め
ま
し
た
。

　

準
決
勝
は
、
６

月
に
行
わ
れ
た
東

北
大
会
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

杯
）
で
優
勝
し
た

五
所
川
原
工
業
と

の
対
戦
と
な
り
ま

し
た
。
第
１
セ
ッ

ト
は
、
相
手
の
エ

ー
ス
工
藤
の
力
が

あ
る
ス
パ
イ
ク
が

決
ま
り
、
五
所
川

原
工
業
が
先
取
。

第
２
セ
ッ
ト
に
な
る
と
、
雄
物
川
高

校
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
決
ま
り
始
め
、
リ

ー
ド
を
奪
う
展
開
と
な
り
ま
し
た
が
、

中
盤
以
降
に
セ
ッ
タ
ー
に
ボ
ー
ル
が

集
ま
り
だ
し
た
五
所
川
原
工
業
に
逆

転
を
許
し
、
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。

３
位
決
定
戦
に
回
っ
た
雄
物
川
高
校

は
、
山
口
県
の
高
川
学
園
高
校
と
フ

ル
セ
ッ
ト
に
も
つ
れ
こ
む
大
接
戦
を

展
開
。
こ
れ
も
一
歩
及
ば
ず
、
惜
し

く
も
４
位
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
五
所
川
原
工
業
高
校
の

川
浪
泰
浩
監
督
は
「
何
と
か
優
勝
で

き
た
。
こ
の
レ
ベ
ル
に
な
る
と
20
点

以
降
の
ミ
ス
が
勝
敗
を
分
け
る
。
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
を
前
に
全
国
の
強
豪
校

と
試
合
で
き
る
こ
の
大
会
は
チ
ー
ム

に
と
っ
て
重
要
。
チ
ー
ム
力
を
高
め
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
ベ
ス
ト
８
を
目

指
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　山　形　南（５位） ２ - ０ 一 関 修 紅（７位）
　市 立 尼 崎（５位） ２ - ０ 聖隷クリストファー（７位）
○５位・７位決定戦

　高 川 学 園（３位） ２ - １ 雄　物　川（４位）
○３位・４位決定戦

　

７
月
16
日
、
ス
ポ
ー
ツ
立
市
よ
こ
て

宣
言
記
念
『
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会
』
が
、

か
ま
く
ら
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
と
し
て
、
横
手
市
ス
ポ
ー
ツ
大

使
で
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
陸
上
競
技
部
総

監
督
・
酒
井
勝
充
氏
と
、
駒
澤
大
学
陸

上
競
技
部
監
督
・
大
八
木
弘
明
氏
が
、

『
夢
を
あ
き
ら
め
な
い
』
を
テ
ー
マ
に
、

会
場
の
中
高
生
ら
３
５
０
人
に
熱
く
語

り
か
け
ま
し
た
。

　

酒
井
総
監
督
は
、
チ
ー
ム
を
全
日
本

実
業
団
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
で
、
２
０

０
１
年
の
初
制
覇
か
ら
７
回
優
勝
す
る

強
豪
チ
ー
ム
に
育
て
上
げ
ま
し
た
。
ま

た
、
大
八
木
監
督
は
、
１
９
９
５
年
か

ら
駒
澤
大
学
陸
上
競
技
部
の
指
導
者
と

し
て
、
大
学
３
大
駅
伝
で
通
算
18
回
の

優
勝
回
数
を
誇
り
ま
す
。

　

大
八
木
監
督
は
、
「
高
校
の
３
年
間

は
故
障
続
き
で
苦
し
い
日
々
だ
っ
た
。

実
業
団
に
入
っ
て
も
箱
根
駅
伝
を
走
り

た
い
と
い
う
夢
を
捨
て
ら
れ
ず
、
働
き

な
が
ら
大
学
に
通
い
、
箱
根
駅
伝
で
も

区
間
賞
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
。
皆
さ

ん
は
、
や
る
気
・
本
気
・
根
気
を
も
っ

て
、
目
標
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
、
酒
井
総
監
督
は
、
「
高

校
時
代
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
目
標

に
、
自
宅
が
あ
る
平
鹿
町
か
ら
増
田
高

校
ま
で
毎
日
走
っ
て
通
学
し
た
。
そ
れ

が
い
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な
っ
た
。
目

標
や
夢
を
持
ち
続
け
、
ひ
た
む
き
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
は
必
ず
評
価
さ
れ
る

も
の
。
結
果
を
他
人
の
せ
い
に
せ
ず
努

力
を
続
け
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

講演会終了後、プレゼント抽選会が行われ、酒
井総監督のサイン入りＴシャツ（上）や大八木
監督の色紙（下）が当選者に手渡されました。

大八木監督（左）と酒井総監督（右）大八木監督（左）と酒井総監督（右）

２

２

２ １ ０ ２ ２ ０ １ ２

０ ２ １

０

雄物川高校吹奏楽部の応援雄物川高校吹奏楽部の応援

高さのブロックが炸裂高さのブロックが炸裂

裏方として
大会を支えた生徒たち

裏方として
大会を支えた生徒たち

雄物川・川村主将の選手宣誓雄物川・川村主将の選手宣誓

ブロックを打ち抜くブロックを打ち抜く

一球ごとの気合一球ごとの気合

惜しくも４位
　　雄物川高

校
高校総体前哨

戦で熱戦

記念講演会
●スポーツ立市宣言● 『目標を高く夢をあきらめずに』

～名門陸上競技部を率いる二人が中高生を前にトーク～

３３２２

６６５５

７７

１１

１_クリニックに参加した中学生に「基本をしっかり身につけよう」と中学生に話す雄物川・宇佐
美監督　２～７_指導風景（２_聖隷クリストファー・田川監督　３_山形南・佐藤監督　４_新田・
門田監督　５_高川学園・有吉監督　６_五所川原工・川浪監督　７_市立尼崎・藤原監督）

４４
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雇　用
安
定
雇
用
・
人
材
育
成
促
進
事
業

　

９
月
30
日
ま
で
に
新
規
に
正
社

員
と
し
て
雇
用
し
た
場
合
、
一
人

当
た
り
50
万
円
の
雇
用
奨
励
金
を

支
給
し
ま
す
！

◆
支
給
対
象

　

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小

　

企
業
者
等

◆
支
給
要
件

①
新
規
雇
用
者
が
横
手
市
在
住
者

　

で
あ
る
こ
と

②
平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら
平
成

　

25
年
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
、

　

新
た
に
、
期
間
の
定
め
の
な
い

　

常
勤
の
正
規
雇
用
契
約
を
結
ん

　

だ
も
の

③
原
則
と
し
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

を
通
し
て
、
広
く
募
集
し
た
上

　

で
雇
用
し
た
も
の

④
申
請
よ
り
過
去
１
年
間
、
事
業

　

主
の
都
合
に
よ
る
解
雇
が
な
い

　

こ
と

◆
支
給
額

◎
雇
用
奨
励
金
・・・
新
規
正
社
員

　

１
人
当
た
り
50
万
円

◎
研
修
助
成
金
・・・
雇
用
奨
励
金

　

対
象
者
が
新
卒
者
等
で
あ
る
場

　

合
に
限
り
、
正
採
用
日
か
ら
６

　

カ
月
の
間
に
資
格
取
得
や
研
修

　

実
施
に
要
し
た
人
材
育
成
経
費

　

の
２
分
の
１
以
内
を
助
成
（
上

　

限
１
人
当
た
り
５
万
円
） 

◆
申
請
期
限

　

平
成
26
年
３
月
31
日
。
た
だ
し

　

正
採
用
日
か
ら
６
カ
月
以
降
、

　

１
年
以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ

　

い
。

秋
田
県
緊
急
就
職
サ
ポ
ー
ト
事
業

　

離
職
者
を
雇
用
し
、
人
材
育
成

研
修
を
行
い
、
正
規
雇
用
し
た
場

合
の
経
費
を
助
成
し
ま
す
！

◆
支
給
対
象

　

県
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小

　

企
業
者
等

◆
主
な
支
給
要
件

①
仕
事
を
通
じ
て
行
う
研
修
と
外

　

部
研
修
受
講
な
ど
両
方
の
研
修

　

に
よ
り
人
材
育
成
を
行
う
こ
と

②
６
カ
月
以
上
の
雇
用
が
継
続
し

　

て
い
る
こ
と

③
申
請
前
６
カ
月
以
内
に
会
社
全

　

体
で
事
業
主
の
都
合
に
よ
る
解

　

雇
者
が
い
な
い
こ
と

④
３
カ
月
以
上
１
年
以
下
の
研
修

　

を
行
う
こ
と

◆
対
象
経
費

　

雇
用
者
の
人
件
費
お
よ
び
研
修

　

経
費

◆
１
人
当
た
り
の
交
付
金
等

　

補
助
率
は
10
分
の
10
。
研
修
期

　

間
に
応
じ
て
、
３
カ
月
で
50
万

　

円
〜
12
カ
月
で
２
０
０
万
円（
上

　

限
）。
原
則
10
人
分
ま
で
助
成
。

◆
申
請
期
限

　

平
成
26
年
９
月
末
ま
で
に
申
請

　

し
て
く
だ
さ
い
。

※
安
定
雇
用
・
人
材
育
成
促
進
事

業
と
秋
田
県
緊
急
就
職
サ
ポ
ー
ト

事
業
は
併
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
い
ず
れ
も
随
時
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

市
産
業
経
済
部
商
工
労
働
課（
県

　

平
鹿
地
域
振
興
局
内
）

　
　

３
２
‐
２
１
１
５

商
工
業
を
営
む
皆
さ
ん
へ
　
離
職
者
等
を
雇
用
す
る
事
業
主
を
支
援
し
ま
す
！

安定雇用・人材育成促進ＨＰ番号／000013988、県緊急就職サポートＨＰ番号／000012334
※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページ番号を入力すると関連情報がご覧いただけます

水　道

◆
簡
易
専
用
水
道
届
出
事
務
の
変

　

更
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
か
ら
簡
易
専
用
水
道

の
届
出
等
（
新
規
設
置
・
変
更
・

廃
止
）
が
市
健
康
福
祉
部
健
康
推

進
課
か
ら
市
上
下
水
道
部
経
営
管

理
課
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

《
簡
易
専
用
水
道
と
は
》

　

ビ
ル
・
マ
ン
シ
ョ
ン
等
に
設
置

さ
れ
る
貯
水
槽
、
そ
の
他
の
給
水

施
設
で
受
水
槽
の
有
効
容
量
が
10

ｍ
を
超
え
る
も
の
。

【
簡
易
専
用
水
道
の
届
出
先
】

  

〒
０
１
３
‐
０
０
２
２

　

横
手
市
四
日
町
３
‐
23

　

市
上
下
水
道
部
経
営
管
理
課（
水

　

道
庁
舎
内
）

　

  

３
５
‐
２
２
５
１

◆
飲
用
井
戸
等
の
相
談
窓
口
の
変

　

更
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
か
ら
飲
用
井
戸
等
の

相
談
窓
口
と
水
質
検
査
受
付
場
所

が
横
手
保
健
所
か
ら
市
健
康
福
祉

部
健
康
推
進
課
に
変
更
に
な
り
ま

し
た
。
飲
用
井
戸
等
を
使
用
し
て

い
る
場
合
は
、
衛
生
管
理
の
た
め

１
年
に
１
回
、
水
質
検
査
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

《
飲
用
井
戸
等
と
は
》

　

上
水
道
、
簡
易
水
道
、
専
用
水

道
お
よ
び
簡
易
専
用
水
道
、
小
規

模
水
道
に
属
さ
な
い
、
30
人
未
満

の
少
人
数
に
給
水
し
て
い
る
水
道

お
よ
び
井
戸
等
。

【
飲
用
井
戸
等
の
相
談
先
・
水
質
検

査
受
付
場
所
】

　

〒
０
１
３
‐
０
０
４
４

　

横
手
市
横
山
町
１
‐
１ 

　

市
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課（
横

　

手
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　

３
３
‐
９
６
０
０　

簡
易
専
用
水
道
と
飲
用
井
戸
等
の
届
出
・
相
談
窓
口
に
つ
い
て

ＨＰページ番号／000015531

講習会
　

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
ま
た
は
母
、

寡
婦
の
方
を
対
象
に
、
就
労
に
生

か
せ
る
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
技
能
を

学
び
ま
す
。

◆
日
時
／
９
月
２
日（
月
）〜
６
日

　
（
金
）、
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

　

４
時
30
分

※
初
日
は
午
後
５
時
30
分
ま
で

◆
場
所
／
Ｙ
ぷ
ら
ざ
３
階
研
修
室

◆
定
員
／
10
人

◆
受
講
内
容
／
ワ
ー
ド
２
０
１
０

　

＆
エ
ク
セ
ル
２
０
１
０
の
基
礎

　

知
識

◆
受
講
料
／
無
料　

※
テ
キ
ス
ト

　

代
（
２
，
０
０
０
円
程
度
）
は

　

自
己
負
担
に
な
り
ま
す

◆
申
込
期
限
／
８
月
23
日（
金
）

◆
申
込
方
法
／
子
育
て
支
援
課
に

　

備
え
付
け
の
申
込
書
に
所
定
の 

　

事
項
を
記
入
し
、
顔
写
真
（
縦

　

４
㌢
×
横
３
㌢
）
を
貼
っ
て
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
】

　

市
健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課

　
（
横
手
庁
舎
内
）

　

  

３
５
‐
２
１
３
３

〜
ひ
と
り
親
の
方
対
象
〜
　

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
　
　

ＨＰページ番号／000015532国際交流
　

今
年
度
も
明
海
大
学
（
千
葉
県

浦
安
市
）
に
通
う
留
学
生
が
横
手

市
を
訪
れ
ま
す
。
市
で
は
外
国
人

留
学
生
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
と
な

っ
て
い
た
だ
け
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

  

外
国
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
っ
て
み
た
い
方
、
お
友
達

に
な
り
た
い
方
な
ど
、
普
段
ど
お

り
の
生
活
の
中
で
気
軽
に
国
際
交

流
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

留
学
生
は
、
日
本
語
を
話
せ
ま

す
の
で
言
葉
の
心
配
は
い
り
ま
せ

ん
。

◆
今
年
度
の
受
入
予
定

　

10
月
12
日（
土
）〜
14
日（
月
）、

　

平
成
26
年
２
月
15
日（
土
）〜
17

　

日（
月
）※
２
泊
３
日
の
滞
在

◆
申
込
み
後
の
予
定

　

応
募
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
後

　

日
詳
し
い
日
程
を
連
絡
し
ま
す
。

　

ま
た
、
受
入
後
も
毎
年
、
交
流

　

情
報
を
送
付
し
ま
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

市
総
務
企
画
部
男
女
共
同
参
画
・

　

市
民
協
働
推
進
室
（
Ｙ
ぷ
ら
ざ

　

内
）  

３
５
‐
２
１
５
８

〜
国
際
交
流
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
〜

　
　
　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
　

ＨＰページ番号／000011157

２

保　育
　

市
で
は
、
病
気
の
回
復
期
に
あ

る
子
ど
も
が
保
育
所
な
ど
で
の
集

団
生
活
が
困
難
な
場
合
、
一
時
的

に
預
か
る
乳
幼
児
健
康
支
援
一
時

預
か
り
事
業
（
病
児
・
病
後
児
保

育
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
保
育

を
希
望
す
る
場
合
は
、
前
も
っ
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
児
童
／
保
護
者
が
家
庭
で

　

保
育
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
状

　

況
に
あ
る
、
病
気
回
復
期
（
感

　

染
症
を
除
く
）
の
お
お
む
ね
10

　

歳
未
満
の
児
童

◆
委
託(

実
施)

保
育
所
／
浅
舞
感   

  

恩
講
保
育
園
※
定
員
１
日
２
人

◆
利
用
料
金
／

①
生
活
保
護
世
帯
、
前
年
度
分
市

　

民
税
非
課
税
世
帯
／
無
料　

②
①
を
除
く
前
年
分
所
得
税
非
課

　

税
世
帯
／
日
額
１
，
０
０
０
円
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市内プールの営業情報市内プールの営業情報
大鳥公園プール ●営業時間／8：30～18：30・８月31日（土）
　まで営業 ●問合せ／横手体育館　33-2105
大森プール ●営業時間／10：00～12：30、13：30～16：30
　８月25日（日）まで営業　●問合せ／大森プール　26-2107
十文字Ｂ＆Ｇ海洋センター ●営業時間／10：00～12：00、
　13：00～15：40・８月31日（土）まで営業・ナイター営業
　日もあり ●問合せ／Ｂ＆Ｇ海洋センター　42-0487
  ※休業日等については、お問い合わせください。

開催日
９/７（土）
９/８（日）
９/10（火）
９/11（水）
９/11（水）
９/26（木）
９/30（月）
９/27（金）
９/24（火）
９/25（水）
９/26（木）
９/11（水）
９/12（木）
９/13（金）
９/19（木）
９/12（木）
９/13（金）
９/25（水）
９/11（水）

  対象地区
黒川地区
金沢地区
旭地区
栄地区
境町地区
横手中央地区
朝倉地区
増田全域
浅舞地区
醍醐地区
吉田地区
福地･大沢地区
里見･館合･谷地地区
沼館地区
大森全域
十文字・三重地区
植田・睦合地区
山内全域
大雄全域

時間
11：00
11：00
11：00
11：00
11：00
10：30
11：00
11：00
11：00
11：00
11：00
11：00
11：00
11：00
11：00
11：00
11：00
11：00
10：00

地　域

横　手

増　田

平　鹿

雄物川

大　森

十文字

山　内
大　雄

横手市敬老会を各地域で開催します

　平成25年度横手市敬老会を市内14会場で開催し
ます。今年度対象となる方は、昭和14年４月１日
以前に生まれた75歳以上の方で、それぞれの開催
地区にお住まいの方です。
  各地域局より、案内通知をお送
りします。準備の都合上、参加さ
れる場合は、忘れずに参加申込み
をしてください。詳細は、各地域
の担当までお問い合わせください。

◆問合せ
　横手地域局（高齢ふれあい課）　35-2134
　増田地域局（市民福祉課）　　　45-5514
　平鹿地域局（市民福祉課）　　　24-1114
　雄物川地域局（市民福祉課）　　22-2156
　大森地域局（市民福祉課）　　　26-2115
　十文字地域局（市民福祉課）　　42-5114
　山内地域局（市民福祉課）　　　53-2933
　大雄地域局（市民福祉課）　　　52-3905

２

3

会　　場
オアシス館
金沢小学校体育館
旭ふれあい館
さかえ館
ふるさと館
横手武道館
あさくら館
増田体育館

浅舞公民館

雄物川コミュニティセンター

大森体育館

十文字西地区館

山内体育館
大雄農業者トレーニングセンター



市政情報便  市役所からのお知らせ

※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページ番号を入力すると関連情報がご覧いただけます

児童扶養手当制度と高等技能訓練促進費給付のお知らせ児童扶養手当制度と高等技能訓練促進費給付のお知らせ

の手当の一部または全部が支給停止になります。
◆受給期間
・児童が18歳に到達する年度末まで
・一定以上の障がいがある児童は20歳の誕生日前日の
　属する月まで
◆支給額の一部支給停止措置
　児童扶養手当を受給して、５年等経過した場合は、
支給額が２分の１に減額されます。ただし、就業して
いる人や求職活動をしている人、障がいがあり就業が
困難な人、負傷・疾病により就業が困難な人、児童の
養育または親族を介護するために就業が困難な人は、
関係書類を提出することで減額の対象から除かれます。
◆児童扶養手当を受給している方の届出
◎現況届
　児童扶養手当の受給資格を確認するため、毎年８月
中に『現況届』の提出が必要です。該当する方には、
通知書を送付しますので、忘れずに手続きをしてくだ
さい。
　支給額の一部支給停止措置該当者には『一部支給停
止適用除外事由届出書』も同封しますので、関係書類
を添えて提出してください。
◎その他の届出
　受給内容に変更があった場合は速やかに届出をして
ください。届出が遅れると、支給済手当の返還が生じ
る場合がありますのでご注意ください。

　児童扶養手当は、父母の離婚などで、父または母の
一方からしか養育を受けられないひとり親家庭などの
児童のために支給される手当です。
◆受給できる人
①父母が離婚した児童（父または母が事実上、婚姻状
　態にある場合を除く）
②父または母が死亡した児童（遺族年金受給者を除く）
③父または母が国民年金法等の１級、身体障害者手帳
　の１級または２級の交付を受けている方で、障害基
　礎年金の加算の対象となっていない児童
④父または母から１年以上遺棄されている児童
⑤父または母が１年以上拘禁されている児童
⑥婚姻によらないで生まれた児童
⑦父または母が裁判所からＤＶ保護命令を受けた児童
◆受給できない人
①児童が父または母の死亡により公的年金等を受ける
　ことができるとき
②手当を受けようとする人が公的年金を受けることが
　できるとき
③児童が児童福祉施設に入所したとき　　
④児童が里親に委託されているとき
◆支給額の決定基準
　支給額は、請求する本人および同居している扶養義
務者の所得に応じて決定します。ただし、所得限度額
を超えた場合は、その年度（８月から翌年の７月まで）

児童扶養手当制度をご存じですか　　    　　　　　　　　ＨＰページ番号／000001575

ひとり親家庭高等技能訓練促進費等給付金支給事業    　ＨＰページ番号／000001579
◆対象資格　
　①看護師 ②介護福祉士 ③保育士 ④理学療法士 
　⑤作業療法士ほか
◆給付金の種類と支給額
 【高等技能訓練促進費】
　市民税非課税世帯　月額100,000円
　市民税課税世帯    月額 70,500円
 【入学支援修了一時金】
　市民税非課税世帯　修了時50,000円
　市民税課税世帯    修了時25,000円
※支給を受けるためには事前相談が必要です
　支給を希望される方は、８月の児童扶養手当現況届
　の面接時、または電話でご相談ください。

　ひとり親の方が就業に向けて資格を取得するために、
看護学校等の養成機関で２年以上修業する場合に給付
金を支給します。
◆対象者
　市内に住んでいるひとり親の方で、次の要件にすべ
て該当する方が対象です。
　○児童扶養手当を受給している方、または同等の所
　　得水準の方
　○養成機関において２年以上の養成課程を修業し、
　　対象資格取得が見込まれる方
　○就業または育児と修業の両立が困難であると認め
　　られる方
　○過去に高等技能訓練促進費を受給していない方

【問合せ】市健康福祉部子育て支援課(横手庁舎内）　35-2133　

【支給月額】

９月まで

10月から平成26年３月まで

全部支給

41,430円

41,140円

一部停止

41,420円～9,780円

41,130円～9,710円

加算

２人目 5,000円
３人目以降 １人 3,000円

平成26年４月採用 横手市職員採用試験を実施します平成26年４月採用 横手市職員採用試験を実施します

◆試験案内（要項）の入手方法と問合せ・申込み
＊市役所南庁舎、各地域局で配布しています。市ホームページからもダウンロードできます。
＊郵送請求の場合は、封筒の表に受験区分名（例：職務経験者試験案内請求）を朱書きし、郵便番号・住所・氏名
　を記入し140円切手を貼った返信用封筒（角形２号）を同封して、下記までお送りください。
  〒013-8601 横手市条里一丁目１番64号 横手市役所総務企画部人事課   0182-35-2163   0182-33-6061
＊１次試験の合格発表、２次試験の日程などの詳細については、受験案内、または市ホームページでご確認くださ
　い。

大卒程度の学力を有し、昭和55年４月２日から平成元
年４月１日までに生まれた方で、おおむね５年以上の
職務経験があり、優れた知識、技能を持ち、コミュニ
ケーション能力を備えた、市行政推進の即戦力になる
方（学歴不問）

保健師：保健師資格を有し、昭和55年４月２日から平
　　　　成４年４月１日までに生まれた方（平成26年
　　　　３月末日まで資格取得見込みの方含む）
看護師：看護師資格を有し、昭和48年４月２日から平
　　　　成５年４月１日までに生まれた方（平成26年
　　　　３月末日まで資格取得見込みの方含む）
介護士：介護福祉士資格を有し、昭和48年４月２日か
　　　　ら平成６年４月１日までに生まれた方（平成
　　　　26年３月末日まで資格取得見込みの方含む）

社会人
基礎試験
適性検査
小論文
個人面接

教養試験
小論文
個人面接

短大卒程度の学力を有し、昭和63年４月２日から平成
６年４月１日までに生まれた方　
※大卒、または平成26年３月大卒見込み除く

平成５年４月２日から平成８年４月１日までに生まれ
た方で、平成26年３月に高校卒業見込みの方
高卒程度の学力を有し、昭和48年４月２日から平成８
年４月１日までに生まれた方で下記要件を満たす方
・身体障害者手帳（１～６級）をお持ちの方
・自力移動、介護者なしでの受験が可能な方で、筆記
　試験、口述試験に対応できる方

試験内容
（予定）

受験資格第１次試験
期日・会場受付期限採用

人数
試験
区分

基礎試験
適性検査
小論文
個人面接

中級

初級
（身体障    
　がい者
対象）

職務
経験者

資格職

１名程度

１名程度

２名程度

保健師
１名程度
看護師
１名程度
介護士
２名程度

初級

９月22日（日）

【南庁舎】

10月12日（土）

【南庁舎】

教養試験
小論文
プレゼン
集団面接

８月15日（木）

職員採用ＨＰページ番号／000014252

市長面会日のお知らせ
◆日　　時／８月28日(水)午前９時～10時30分
　　　　　　※１人につき15分で６人までになります
◆申込期限／８月23日(金)午後５時
◆申 込 み／市総務企画部市長公室秘書・政策調整担当     
            　35-2111（内線1033、1034）

【市内の空間放射線量】
◆期　間／６月21日～７月20日
◆場　所／横手消防署・雄物川分署・十文字分署
◆結　果／毎時0.04～0.07マイクロシーベルト

○市県民税２期 ○国民健康保険税２期
○介護保険料２期 ○後期高齢者医療保険料２期 
　納期限は９月２日です
◆市税等の納付は便利・安心・確実な
  口座振替で！  口座振替の方は残高
　確認をお忘れなく！
◆市財務部納税課（横手庁舎）　32-2518

○市県民税２期 ○国民健康保険税２期
○介護保険料２期 ○後期高齢者医療保険料２期 
　納期限は９月２日です
◆市税等の納付は便利・安心・確実な
  口座振替で！  口座振替の方は残高
　確認をお忘れなく！
◆市財務部納税課（横手庁舎）　32-2518
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【訂正とお詫び】
　市報よこてに誤りがありました。次のとおり訂正してお
詫びします。
◆７月１日号の10ページ『平成25年度横手市成人式を開催
　します』の曜日
　（誤）８月15日（水）　　（正）８月15日（木） 
◆７月15日号の７ページ『除雪機械等を一般競争入札によ
　り売却します』の入札参加資格（個人）
　（誤）横手市に住民基本台帳登録または、外国人登録をし
　 　 ている方　
  （正）横手市に住民基本台帳登録をしている方　　　　　

◆試験区分および採用予定人数（試験区分の併願はできません）



●問合せ●市総務企画部国文祭推進事務局  23-8508

第29回国民文化祭・あきた2014　
　　　横手市プレイベントのお知らせ
◎横手市国民文化祭ステージ部門前年祭
　第８回横手市民ステージ祭の出演団体募集
　例年開催の市民ステージ祭がプレイベントに！
◆期日／10月26日（土）・27日（日）
　　　　※募集する団体の出演は26日（土）です。
◆会場／秋田ふるさと村
◆対象／市内を主な活動場所としている団体
　　　　６団体（芸術文化協会加盟団体を除く）
◆申込み／市民会館、最寄りの生涯学習センター、
　　　　　または公民館に用意してある申込書で
　　　　　お申し込みください。申込多数の場合
　　　　　は抽選になります。
◆申込期限／９月６日（金）

◎『冨永芳憲レクチャーコンサート』開催
　横手市出身で、オーストリアを中心にファゴッ
ト奏者として活躍している冨永芳憲氏による、レ
クチャーコンサートを開催します。またファゴッ
ト・クリニックや市内中学校での吹奏楽クリニッ
クも開催します。
◆期日／９月15日（日） 開演14:00（開場13:30）
◆会場／横手市民会館　
◆料金／無料
　　　　事前整理券が必要です。事前整理券は、
　　　　市民会館と各生涯学習センターで８月１
　　　　日(木)から配布します（横手地域は各公
　　　　民館でも配布）。電話予約もできます。
【ファゴット・クリニック】９月13日（金）～15日（日）
【吹奏楽クリニック】９月17日（火）・19日（木）

国民文化祭つうしんわ
くわ

く♪♪

vol.3

わくわく♪♪国民文化祭つうしんでは、国民文化祭についての情報や、横手市
での取り組みなどを紹介していきます。次回もお楽しみに！

 国民文化祭つうしん／観光連載コラム

秋田ＤＣがやってくる！　みんなで考えよう、 おもてなし。秋田ＤＣがやってくる！　みんなで考えよう、 おもてなし。

連載コラム    第２回 横手のいいところを見つけよう！
◆観光資源が豊富な横手、ＰＲも大切
　皆さんは、横手市と言えば何を想像しますか。
横手やきそば、かまくら、さくらんぼなど10個以
上思いついた人は〝横手通〟だと思います。さら
に問題です。市内８地域の観光資源とは何でしょ
うか・・・。地域ごとに挙げるのは、ちょっと難し
いかもしれませんね。　
　観光客をもてなす前に、横手市のよいところを
知ることが大切ではないでしょうか。「横手市はこ
んなにいいところなんですよ！」と、自慢できたら
すばらしいですよね。このように自分たちの地域
の魅力を伝えることを『ＰＲ』と言います。
  10月から始まる『秋田デスティネーションキャ
ンペーン』や、来年開催される『第29回国民文化
祭・あきた2014』に向けて、今、横手市では、さ
まざまなイベントの準備を進めています。このよ
うなイベントに訪れた皆さんが「なんて、すてき
なところなんだろう」と感じてくれたら、それを
きっかけにたくさんの方が横手市に足を運んでく
れるにちがいありません。

◆横手を見つめ直し、多くの人に伝える
　また、先ほど述べた横手の魅力をＰＲするポイ
ントはどこにあるのでしょうか。横手の漬け物な
どの食文化や発酵食品にふれることもいいでしょ
う。伝統行事のかまくらや、芝桜フェスタなどの
地域イベントに足を運ぶこともいいでしょう。ス
ポーツ立市宣言をしたので、スポーツも盛んです。
たくさんの魅力が、横手市にはあふれています。
　自分の好きな横手市を言葉で伝えていくことで
横手を訪れる人たちは、もっと横手のことを知り
たくなるでしょう。
この機会に、自分
たちの住む横手市
について調べてみ
ませんか？きっと
新しい魅力に出会
えるはずですよ。

次回は、『横手のためにみんなでできることは』です
●問合せ　市産業経済部観光物産課 　32-2118

横手の豊富な農産物

 夏のおすすめイベント情報／『もやしもん』ってなに？

  第27回全日本
　元祖たらいこぎ選手権大会
　８月16日（金）午前９時～※雨天決行
　（受付開始は午前７時30分）

　恒例の真人公園のたらいこぎ祭り。大会前日には、練
習会も開催しますので、ぜひご来場ください。
◆会　場／増田町真人公園沼
◆競技種目・スタート時間／
　団体部門（中学生以上）　午前９時00分
　個人部門（中学生以上）　午前11時00分
　子供部門（小学生）　　　午後１時00分
 【たらいこぎ練習会】小学生以上の方が参加できます。
　７月28日（日）・８月15日（木）午後２時～４時（参加料・
　300円）
◆問合せ／たらいこぎ選手権大会実行委員会
　　　　　（よこて市商工会増田支所内）　45-3003

お出かけも節電方法のひとつです!!お出かけも節電方法のひとつです!!

  第18回は・は・は祭
　８月８日（木）午後５時～

　平成８年８月８日に〝は・は・は〟の語呂合わせで始
まったお祭りです。〝笑顔の町〟雄物川町で今年も元気
に開催します。当日は、楽しいイベントや屋台を盛りだ
くさんご用意！８月８日は雄物川町へ行ってみよう！
◆会　場／雄物川町今宿商店街通り【第１会場：旧よねや
　駐車場】【第２会場：北都銀行駐車場】
◆主なイベント／吉田小学校マーチングバンド、雄物川高
　校吹奏楽演奏、餅まき・まんじゅうまき、西馬音内盆踊
　り、よさこいソーラン競演、ギター弾き語り、ストリー
　トダンス、ヒップホップダンス、ビアガーデン、屋台等
◆問合せ／『は・は・は祭』実行委員会
　（よこて市商工会雄物川拠点センター内）　22-2139

増田盆おどり大会　８月16日(金）午後７時30分～
◆会　場／中・七日町通り
◆問合せ／（一社）増田町観光協会　45-5541

ひらかまち盆踊り　８月18日(日）午後７時～
◆会　場／平鹿地域局前通り
◆問合せ／平鹿地域局産業建設課　24-1118

盆踊り情報

  第３回平鹿音楽祭
　８月17日（土）午後２時～４時30分

　平鹿地域に活動の拠点を置く、吉田小学校スクールバ
ンド、平鹿中学校吹奏楽部、平成高校吹奏楽部、横手吹
奏楽団の４団体が一堂に会して、演奏会を開催します。
　今回は、横手市出身のサクソフォーン奏者・成田徹さ
んが特別出演。フィナーレは、出演者全員による合同演
奏を行います。音楽で夏の暑さを吹き飛ばそう！
◆会　場／浅舞公民館
◆入場料／無料
◆問合せ／平鹿地域局地域振興課　24-1111

「秋田ＤＣ」＆「もやしもん」で
    　         横手のまちを盛り上げよう！
「秋田ＤＣ」＆「もやしもん」で
    　         横手のまちを盛り上げよう！
『もやしもん』ってなに？

　『もやしもん』は講談社『モーニングツー』で連
載されているマンガです。菌が見える能力を持つ、
もやし（種麹）屋の次男・沢木惣右衛門直保が主人
公。東京の農大に入学し、そこで出会う個性的な仲
間達や多くの菌たちと、さまざまなドラマを繰り広
げます。菌は酒、味噌、納豆、ヨーグルトといった
身近な食品から、世界一臭いシュールストレミング
（ニシンの缶詰）など、世界中の発酵食品をかもし
ている、日常生活に欠かせない存在。そんな菌を通
して、発酵文化に触れつつ、ばかばかしくも楽しい
大学生活を大真面目に一生懸命、謳歌する沢木たち
です。
◆『もやしもん』と横手とのかかわり
　横手市で開催している『発酵文化フォーラム』への
出演交渉をきっかけに、作者である石川雅之氏との
つながりができ、平成24年には本格的な原画展『石
川雅之の世界展』を増田まんが美術館で開催しまし
た。増田の蔵のパンフレットにも『もやしもん』の
キャラクターが起用されています。市では、その気
候風土に適した発酵の技術を、古くから生活に取り

入れてきました。味噌や漬物、日本酒など、おいし
い伝統食品には、微生物の活動である『発酵』が欠
かせません。
　こうした『マンガ文化・発酵文化』の関わりから
石川氏や講談社との交流が続いています。
◆秋田ＤＣ（デスティネーションキャンペーン）と『もやしもん』
　今年10月から開催される秋田ＤＣに、石川氏と講
談社から「秋田ＤＣで横手を応援したい」とのお声
がけをいただき、市では『もやしもん』のキャラク
ターを活用したさまざまな事業を展開することにし
ています。秋田ＤＣ期間中に、たくさんのお客様に
足を運んでいただけるよう取り組んでいきます。交
流人口の増加や地域への経済効果を期待して、横手
市は『もやしもん』とともにお客様をお迎えし、盛
り上げていきます。
●問合せ／市産業経済部観光物産課　32-2118

　　　　　　　
　　　　　　　　

 

Ａ・オリゼー

Ｓ・セレジン（パン酵母）

Ｃ・ステッラータ

　　次回は、
　　『もやしもん』が活躍する
　　　横手のイベントを紹介します。

（黄麹菌。日本酒、味噌、
 醤油などをかもすぞー）

 

（酵母。ワインの醸造で活躍） 　　

　石川雅之／講談社○Ｃ



Topics

　７月３日、市の特産品のシイタケを使った『しいたけ
料理発表会』が、旭ふれあい館で行われました。市雇用
創出協議会が、農業の６次産業化を推進する事業として
行ったもので、味付けや見た目などに独自の工夫を凝ら
した20品目のシイタケ料理が出品されました。
　雑穀とシイタケが入ったピリ辛ハンバーグやシイタケ
の佃煮、味噌漬けなどが出品され、試食をした参加者か
らは「こんな料理ができるなんてびっくり」、「ご飯が食
べたくなる」などの声が聞かれました。

■しいたけ料理発表会

アイデア料理を試食し感想を述べ合った参加者の皆さん

アイデアたっぷりのレシピ並ぶ

■被災地に花を贈るＮＰＯが寄贈実施

仮設住宅の住民にサギソウの鉢植えを寄贈

サギソウで真心を届ける

　被災地に安らぎを届けたいという趣旨のもと、今年の
３月に設立した『東日本大震災復興支援・被災地に花を
贈るＮＰＯ』が、７月６日、釜石市の仮設住宅の被災者
にサギソウを寄贈しました。
　団体理事長の渡部泰蔵氏は「会員が大事に育てたサギ
ソウを通して、真心を届けることができたと思います。
今年は100鉢の寄贈でしたが、来年は1,000鉢に増やした
いと計画中です。サギソウの数だけ被災地に笑顔を増や
していきたいです」と話してくれました。

石川友正選手が出場を報告

　７月３日、デフリンピックバスケットボール日本代
表として、ブルガリアで開催される大会に出場する石
川友正さんが市役所を訪れ、五十嵐市長に出場を報告
しました。石川さんは、日本代表として出場する大会
は４回目。市長は「ぜひ金メダルを首にかけて帰って
きてください」と激励しました。

 

　大森町塚須沢地区の棚田で米作りを体験する棚田オー
ナー事業の一環として７月６日、オーナーをはじめとす
る参加者が、ランタンを製作し、映し出された棚田の幻
想的な風景を楽しみました。
　大森町グリーン・ツーリズム推進協議会が主催する棚
田オーナー事業は、今年で４年目。宮城県利府町から参
加した青山良雄さんは「塚須沢地区は、自然が豊かで水
もきれいなので、おいしいお米ができると思う。今回の
ランタン作りも楽しかった」と笑顔で話してくれました。

ランタンが照らす幻想的風景
■棚田オーナー事業『視感体験』（大森）

約400個の手作りランタンが棚田をほのかに映し出す

  長年にわたり、横手高校の生徒を対象に奨学金を給
付してきた財団法人子野日奨学会が、３月に解散した
ことに伴い、残余財産の約410万円を７月４日、市に
寄付しました。寄付をした子野日信一さんは「市の教
育の充実のために役立ててください」と話し、五十嵐
市長はお礼の言葉を述べ、教育の充実を誓いました。

教育の充実のためにと善意を

市に善意を寄せた子野日信一さん（右から２人目）市に善意を寄せた子野日信一さん（右から２人目）
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市食生活改善推進員を名誉会員として表彰
～91歳の生き生きライフ・横山ツキさん～

『野菜たっぷり減塩レシピ』講習会でも年
齢を感じさせない包丁さばき

表彰状を手に笑顔の横山ツキさん

　雄物川地域の横山ツキさんは、大正11年５月25日生まれの91歳。昭和40年
から食生活改善推進員として活動し、現在も雄物川支部の総会や研修会など
に積極的に参加しています。
　ツキさんは、６月に秋田市で開催された県食生活改善推進協議会総会で、
全国食生活改善推進員団体協議会の名誉会員として表彰を受けました。90歳
を超えて活動する推進員を名誉会員として表彰するもので、秋田県ではツキ
さんが初めての受賞です。
　ツキさんは、息子の悦夫さん・哉子さんご夫婦との３人暮らしで、可愛い
猫たち７匹も一緒に生活しています。「猫たちにご飯をやるのが仕事みたい
なもの」と笑うツキさんです。
　朝５時に起きて、家族の朝ご飯を作ることが日課で、煮物など野菜のおか
ずを必ず一品つけるそうです。減塩にも気をつけ、ヘルシー料理を心がける
など、家庭でも食生活改善推進員としての顔をのぞかせます。
　家族と買い物に出かけ、帰ってからレシートを確認しながらつける家計簿
は、一日の出来事を一言書き添えながら50年間続けています。
　今は、膝が少し痛むというものの、病気ひとつしないとのこと。
　ユーモアあふれるツキさんにいつも感心するという哉子さんは「私がここ
に嫁いできてから、１年365日、毎朝の食事を作ってくれています。カラッ
としていて物事をくよくよ考えたりしない性格で、周りに気遣いをさせませ
ん。それが元気でいられる秘訣なのかも。そして自分のことは自分で、とい
う気持ちをずっと持ち続けていて、決して人に頼ることをせず、いつも凛と
している。本当に尊敬できるおばあちゃんです」と話してくれました。

かなこ

 元気印／市長コラム



　ＪＡ秋田ふるさとのスイカ出発式が７月19日、雄物川
集出荷所で行われました。同ＪＡ西瓜部会の播磨和宜部
会長は「春先の低温、６月の日照り、７月の長雨と生育
管理に苦労したが、無事に出荷を迎えることができた。
ぜひ目標販売額12億円を達成したい」とあいさつ。その
後、地域の特産のスイカについて学習している雄物川北
小学校の５年生が、元気あふれる踊りを披露しました。
　試食では「甘くておいしい」との声が多く聞かれ、今
後の出荷にも期待が寄せられていました。

Topics

 

雄物川北小の児童が踊りを披露。テープカット後、試食も実施

 

あきた夏丸をみんなで応援
■ＪＡ秋田ふるさとスイカ出発式（雄物川）

ボクの記録は何センチかな

　７月７日、十文字さくらんぼまつりの恒例行事『さく
らんぼタネ飛ばし大会』が十文字陸上競技場で行われ、
幼児から大人まで89人が飛距離を競い合いました。
　副賞の佐藤錦１㌔を目指して、勢いよく遠くに飛ばす
選手がいる一方、目の前に落ちてしまう人や種を飲み込
んでしまう参加者もおり、観客の笑いを誘っていました。
　盛岡市から参加した山田毅さんは「向かい風で、思っ
ていた以上に難しかった。この後は、サクランボ狩りと
横手やきそばを食べて帰ります」と話してくれました。

■第18回さくらんぼタネ飛ばし大会（十文字）

勢いよく種を飛ばし、記録更新に挑戦する子どもたち

（増田）

  ７月７日、増田小学校の二本杉と貞治碑前で、増田
盆おどり保存会と増田小学校の児童らが参加して、奉
納盆おどりが行われました。神事に続き、手作りの灯
ろうに火がともされ幻想的な雰囲気のもと、増田城築
城悲話にまつわる姫らの供養の思いを込めて、参加者
は、しとやかに踊りを奉納していました。

増田盆おどりを奉納

じょうじひ

民謡の魅力に触れる （平鹿）

　第23回あやめ杯民謡大会が７月15日、浅舞公民館で
行われ、一般の部と年少の部に92人が出場し、自慢の
のどを競い合いました。一般の部では、秋田船方節を
歌った秋田市の大川あけみさんが優勝。大川さんは、
「会場の皆さんの温かい声援の中で、楽しく歌うこと
ができました」と優勝の喜びを話してくれました。

梅雨の合間に風情を楽しむ
■あじさい茶会（横手）

横手南中学校の茶道部のおもてなしを受ける会場の様子

　梅雨の合間の７月７日、秋田県近代美術館前の回廊で
あじさい茶会が行われ、横手南中学校茶道部の７人が茶
道のお点前を披露し、訪れた人たちをもてなしました。
趣のある情景を目にすると、会場のそばを通る人たちも
足を止めて抹茶を味わいました。
　茶道部部長の渡邉彩音さんは「伝統文化にふれること
に楽しさを感じている。お茶の歴史や文化も学んでいき
たい」と話してくれました。茶道部は、来年開催の国民
文化祭を新たな目標に活動を続けていきます。

■みちのく秋田チャリティラン＆ウォーク（横手）

被災地復興へ思いを馳せながら

　被災地の復興支援を目的に開催されている大会で、今
年は７月６日～７日、グリーンスタジアムよこての特設
会場で小雨の中スタートしました。参加者の走行距離に
応じて参加費の中から被災地に義援金が送られます。
　参加者は６・12・24時間の種目に各自のペースで挑戦。
県外からの出場者や、最高齢70歳の方を含め、過去最高
の220人が参加しました。また、今年もゲストランナーと
して、市スポーツ大使の高橋勇市選手が力強い走りを見
せ、会場を盛り上げてくれました。 それぞれが自分のペースで完走

高橋勇市選手（左）と
早田俊幸伴走者（右）
高橋勇市選手（左）と
早田俊幸伴走者（右）

　７月20日、第10回よこての全国線香花火大会が横手川
の蛇の崎川原で行われました。天候にも恵まれ、落下傘
花火の打ち上げで大会がスタート。開会式では10回を記
念して、これまでボランティアとして携わってきた横手
城南高校、着付ボランティアつむぎの会、高橋礼法きも
の学院に感謝状が贈られました。
　会場は、浴衣姿の家族連れでにぎわい、線香花火長持
ち大会では子どもたちが記録に挑戦。最後は大会提供お
もちゃ花火の打ち上げで夏の夜に歓声が響きました。

 ■第10回よこての全国線香花火大会（横手）

落下傘を上手にキャッチ（左）、線香花火長持ち大会に挑戦（右）

横手の夏は浴衣で線香花火！

■高校生ミニ電気自動車レース（雄物川）

入念な最終チェック（左）を行い一斉にスタート（右）

未来のエコカー疾走

　７月14日、雄物川河川公園で、県内の工業系高校のロ
ボット部などが参加して第３回ミニ電気自動車レースが
行われました。単三電池20本で走行する部門と、バイク
用バッテリー２基で走行する部門で、１時間以内に園内
の周回道路を走行した距離を競いました。
　「目標は完走すること」という各チームは、１時間の
制限時間をリタイアすることなく完走。８月10・11日に
行われる秋田県高校生エコカーレースに出場する各チー
ムにとって、格好の試験走行になりました。

 

  ７月15日、『横荘線メモリーウオーキング』が開催さ
れました。これは、昭和46年に営業を廃止した横荘線
跡を、雄物川町二井山から東由利町老方までの12㌔を
歩く催しで、由利本荘市役所東由利庁舎前を出発した
102人の参加者は、緑がまぶしい初夏の山道を、横荘線
の懐かしい思い出とともにゆっくり歩きました。

   横荘線跡を思い出と歩く （雄物川）（大雄）

  楽天イーグルスが主催する『未来塾』が７月９日、
阿気小学校で開催されました。元近鉄～巨人でプレー
し、現在は楽天のジュニアコーチの中濱裕之氏が、阿
気小学校と田根森小学校の児童・ＰＴＡ関係者ら200人
を前に「夢をあきらめずに努力してください」と、甲
子園を目指し素振りを続けた体験などを話しました。

 苦しい時こそがんばる気持ちを



杉山　智裕さん
すぎやま　ともひろ（26歳・平鹿）

　

平
鹿
町
の(
有)
ア
ル
フ
ァ
ー
精
機
に
お
勤
め

の
智
裕
さ
ん
は
、
先
輩
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

主
に
、
ス
プ
レ
ー
ガ
ン
部
品
や
精
密
部
品
の
検

査
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

「
日
々
の
作
業
は
大
変
で
す
が
、
良
い
先
輩

に
恵
ま
れ
て
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
仕
事
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
不
良
品
を
出

す
と
会
社
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

日
々
の
チ
ェ
ッ
ク
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
い
ま
す
」
と
話
す
智
裕
さ
ん
。
子
ど
も
の
頃

か
ら
細
か
い
作
業
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

仕
事
に
対
し
て
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
こ
と

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
智
裕
さ
ん
は
５
人
兄
弟
の
次
男
で
、

家
族
に
で
き
る
だ
け
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
、

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
よ
う
に
心
が
け
て

い
る
と
の
こ
と
で
、
家
族
思
い
な
一
面
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

◆
好
き
な
異
性
の
タ
イ
プ
は
？

　

自
分
と
一
緒
に
い
て
く
れ
る
人
だ
っ
た
ら
、

ど
ん
な
方
で
も
い
い
で
す
ね
。

　このコーナーでは、まちのフレッシュさんを
リレー方式でご紹介します。杉山さんは、前回
の菊谷さんからのご紹介です。

根路銘　安博さん
ねろめ　やすひろ(35歳・横手）

  

ダ
ー
ツ
の
プ
ロ
資
格
を
持
つ
安

博
さ
ん
は
、
沖
縄
県
国
頭
郡
大
宜

味
村
の
出
身
。
東
京
で
ダ
ー
ツ
を

通
じ
て
妻
の
美
樹
子
さ
ん
と
知
り

合
い
、
平
成
22
年
に
結
婚
し
、
長

男
の
安
治
君
が
誕
生
し
ま
し
た
。

ダ
ー
ツ
バ
ー
の
店
長
と
し
て
働
い

て
い
ま
し
た
が
、
次
男
の
奏
安
君

の
妊
娠
を
機
に
、
美
樹
子
さ
ん
の

実
家
が
あ
る
横
手
で
子
育
て
を
す

る
こ
と
を
決
意
し
、
昨
年
、
新
生

活
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

美
樹
子
さ
ん
の
実
家
は
、
大
屋

新
町
で
中
里
果
樹
園
を
経
営
。
安

博
さ
ん
は
、
東
京
で
り
ん
ご
ジ
ュ

ー
ス
の
販
売
を
開
拓
し
、
売
れ
行

き
も
好
調
で
す
。
「
横
手
の
農
産

物
の
お
い
し
さ
を
実
感
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
自
分
を
支
え
て
く
れ

る
家
族
に
感
謝
。
子
ど
も
た
ち
に

は
何
で
も
挑
戦
し
て
ほ
し
い
で
す
」

と
話
す
安
博
さ
ん
。
過
去
に
大
病

を
わ
ず
ら
い
ま
し
た
が
、
ダ
ー
ツ

が
リ
ハ
ビ
リ
と
な
り
、
劇
的
な
回

復
を
遂
げ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
経

験
を
生
か
し
、
果
樹
園
を
手
伝
う

傍
ら
、
ダ
ー
ツ
を
通
じ
て
リ
ハ
ビ

リ
が
必
要
な
人
を
励
ま
し
た
い
と
、

誰
で
も
簡
単
に
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
新
ス
ポ
ー
ツ『
横
手
ダ
ー
ツ
』

を
考
案
し
ま
し
た
。　

　

故
郷
を
遠
く
離
れ
、前
向
き
に
頑

張
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　 沖縄県

大宜味村

■面積  63.44k㎡  
■人口  3,358人
■世帯  1,670世帯

 

太平洋

東シナ海
お お ぎ み そ ん

沖縄本島

あ
ん
じ

そ
う
や

く
に
が
み

十文字保育所（十文字）ばら組のおともだち

　大森町盆踊り愛好会は「長年受け継がれてきた
大森の盆踊りも、年々踊り手が少なくなり、盆踊
りが継承されなくなるのでは」との思いから、昨
年の10月に結成したサークルです。
　現在、会員は６人。毎月第３水曜日の午後７時
から、手のあげ方や足の運び方など、踊りの型を
確認しながら大森公民館で練習に励んでいます。
また、大森小学校の総合的な学習の時間に、盆踊
りの指導を行い継承活動にも取り組んでいます。
　「まずは、きちんとした踊りの型を身に付け、
福祉施設や地域のイベントに積極的に参加して、
盆踊りのよさを伝えていきたいと思っています」
と会員の皆さんは笑顔を見せます。
　会長の遠藤さんは「盆踊りは、その土地ならで
はの歌と踊りが、お盆の季節を彩ってきました。
地域の大切な文化を、後世にしっかりと伝えてい
きたいと思っています」と話してくれました。
◆問合せ　遠藤亮次さん 　080-1674-6100

１人分の栄養量
エネルギー 618.0kcal
タンパク質  23.8g
脂　　　質  16.1g
塩　    分   2.2g

にこにこレシピ
●旬の地産食材で健康づくり●

食と農からのまちづくり

オイ

シイ
ってカラ

ダにイイ

盆踊りサークル（大森）

食事バランスガイド

主食

副菜

主菜
牛乳・乳製品 果物

1 3 4 5 6

3 4 5 6

2 3 4

1 212

5

7

1 2

1

2

『大森町盆踊り愛好会』

　トマトを栽培して28年目
になり、７年前から密植栽

培に取り組んでいます。５月上旬に
4,600本の苗を定植し、６月下旬から
収穫を始めました。今年は、春先の
低温が影響し、まだ満足のいく出来
にはなっていませんが、これからの
生育の回復に期待し、皆さんにおい
しいトマトが提供できるよう、11月
上旬まで続く収穫をがんばります。
（ＪＡ秋田ふるさとトマト部会・副部会長・奥山吉弥さん・大雄）

『トマト』今月の食材

平成24年度 秋田県・高校生おいしく減塩・野菜もとれる  
〝誰でもレシピ〟コンクール『最優秀賞』受賞

材料（４人分）
○ご飯…800g　○トマト…大１個　○もやし…120g
○ニラ…100g　○赤ピーマン…100g　○玉ねぎ…80g
○あさり（水煮）…200g　○ショウガ…20g　○卵…４個
○ごま油・サラダ油…各大さじ１と１/２ ○コショウ…少々
○麺つゆ（３倍濃厚）…60ml　○片栗粉…20g　○水…60ml
作り方
①卵はボールに割りほぐす。トマトは皮を湯むきしてくし形
　に切る。ニラは４㌢の長さに切る。もやしは洗ってざるに
　とっておく。赤ピーマンは縦にせん切りに、玉ねぎはせん
　切りにして水にさらす。ショウガはみじん切りにしておく。
②フライパンに、ごま油・サラダ油各大さじ１を入れ中火で
　熱し、溶き卵を入れてかき混ぜ、半熟になったら一度取り
　出しておく。
③再びフライパンに、ごま油・サラダ油各大さじ１/２を入れ
　熱し、もやし・赤ピーマン・玉ねぎ・ショウガ・あさりを
　入れ２～３分炒める。麺つゆを入れなじませ、トマト・ニ
　ラ・②を入れ軽く炒め、コショウで味を整える。
④片栗粉を水でとき、③に入れてとろみをつける。
⑤器にご飯をよそい、④を盛りつける。

今月の紹介者
髙橋 みなよさん　増田高校・３年生
　あさりから出る旨み成分で味を引き立
たせ、減塩料理に仕上げました。緑黄色
野菜を使って、見た目にもきれいで、野
菜の栄養がとれるレシピです。誰にでも
簡単に作れますので、幅広い世代の人に
作って食べてもらいたいです。　

（最優秀賞アレンジレシピ）野菜たっぷり丼
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催　
し

講　
座

講　
座

講　
座

　
　
『
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
教
室
』

　
　

参
加
者
募
集　
　

　

市
内
の
小
学
生
を
対
象
に
横
手
ロ

ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
が
指
導
し
ま
す
。

◆
日
時
／
９
月
７
日(

土)

〜
10
月
５

　

日(

土)

の
毎
週
土
曜
日
、
午
後
０

 

時
30
分
〜
２
時
（
計
５
回
）　

◆
場
所
／
大
鳥
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

◆
参
加
費
／
１
回
３
０
０
円
（
保
険

　

料
を
含
む
）

◆
申
込
期
限
／
９
月
２
日(

月)

◆
申
込
み
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
よ
こ
て
ス

　

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

３
３
‐
２
１
０
２

　
　
『
融
資
活
用
勉
強
会
』

　
　

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
法
人
の
設
立
を
目

指
す
団
体
の
代
表
者
等
が
対
象
で
す
。

◆
日
時
／
８
月
９
日（
金
）午
後
１
時

　

〜
４
時

◆
場
所
／
秋
田
県
南
部
男
女
共
同
参

　

画
セ
ン
タ
ー

◆
申
込
み
／
南
部
市
民
活
動
サ
ポ
ー

　

ト
セ
ン
タ
ー　

３
３
‐
７
０
０
２

　
　

高
齢
者
就
業
支
援
『
警
備
補

　
　

助
員
講
習
』

　

県
内
在
住
の
55
歳
以
上
の
方
で
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し
込
み
を

し
て
い
る
方
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
／
９
月
２
日（
月
）〜
11
日（
水
）

◆
場
所
／
朝
倉
公
民
館

◆
参
加
費
／
無
料

◆
定
員
／
15
人（
選
考
に
よ
り
決
定
）

◆
問
合
せ
／
横
手
市
シ
ル
バ
ー
人
材

　

セ
ン
タ
ー　

３
３
‐
６
８
４
０

催　
し

　  　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

　
　

タ
ー
講
習
会

　

託
児
に
つ
い
て
学
び
た
い
方
を
対

象
に
、
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ

た
身
体
の
発
育
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

◆
日
時
／
８
月
26
日(

月)

午
前
10
時

　

〜
正
午
※
参
加
無
料

◆
場
所
／　

ぷ
ら
ざ

◆
託
児
／
あ
り
※
要
申
込
み

◆
申
込
期
限
／
８
月
19
日(

月)

◆
申
込
み
／
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

　

ト
セ
ン
タ
ー　

３
５
‐
７
２
１
１

　
　
『
食
生
活
改
善
推
進
員
養
成

　
　

講
座
』参
加
者
募
集　

　

保
健
師
・
栄
養
士
等
の
講
話
や
調

理
実
習
な
ど
を
行
い
ま
す
。
講
座
は

８
月
か
ら
11
月
ま
で
の
全
６
回
（
20

時
間
）
の
受
講
と
な
り
ま
す
。

◆
日
時
／
①
８
月
20
日(

火)

午
後
１

　

時
30
分
〜
３
時
30
分
②
８
月
29
日

　

(

木)

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
③
９

　

月
７
日(

土)

午
後
１
時
〜
３
時
④

　

10
月
16
日(

水)

午
前
10
時
〜
午
後

　

３
時
⑤
10
月
31
日(

木)

午
後
１
時

　

30
分
〜
３
時
30
分
⑥
11
月
12
日(

火)

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆
場
所
／
①
②
④
⑥
横
手
保
健
セ
ン

　

タ
ー
③
秋
田
ふ
る
さ
と
村
⑤
浅
舞

　

公
民
館

◆
定
員
／
先
着
20
人
※
参
加
無
料

◆
申
込
み
／
市
健
康
福
祉
部
健
康
推

　

進
課　

３
５
‐
２
１
８
５

    

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
参
加
者

　
　

募
集

　

妊
婦
さ
ん
と
そ
の
家
族
が
安
心
し

て
妊
娠
か
ら
出
産
を
乗
り
越
え
、
楽

し
く
育
児
が
で
き
る
よ
う
に
２
日
間

の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

◆
対
象
／
11
月
〜
平
成
26
年
１
月
に

　

出
産
予
定
の
妊
婦
と
そ
の
家
族

◆
日
時
・
内
容
／【
１
回
目
】８
月
23

　

日（
金
）午
後
１
時
〜
３
時
30
分
、

　

妊
娠
中
の
食
事
の
と
り
方
・
妊
娠

　

中
の
歯
の
話
・
赤
ち
ゃ
ん
の
お
世

　

話
の
仕
方
・
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ

　
【
２
回
目
】８
月
30
日（
金
）午
後
６

　

時
30
分
〜
８
時
30
分
、
パ
パ
の
妊

　

婦
体
験
・
沐
浴
練
習
・
大
切
な
い

　

の
ち
の
話

◆
場
所
／
横
手
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
定
員
／
18
組
※
参
加
無
料

◆
申
込
期
限
／
８
月
16
日(

金)

◆
申
込
み
／
市
健
康
福
祉
部
健
康
推

　

進
課　

３
３
‐
９
６
０
０

    

『
横
手
の
景
観
』写
真
展

　
　

わ
た
し
の
好
き
な
横
手
の
風
景

　
『
横
手
の
景
観
』写
真
コ
ン
テ
ス
ト

の
応
募
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

◆
期
間
／
８
月
３
日(

土
）〜
９
月
１
日

　

(

日
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

◆
場
所
／
平
鹿
地
域
局

◆
問
合
せ
／
市
建
設
部
都
市
計
画
課

　
　

３
２
‐
２
４
０
８

　
　

ゆ
っ
ぷ
る
18
周
年
『
２
３
０

　
　

万
人
達
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
』

　

民
謡
日
本
一
の
浅
野
保
子
さ
ん
と

円
山
和
子
さ
ん
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー

を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
当
日
入
館

の
方
へ
粗
品
を
進
呈
し
ま
す
。

◆
日
時
／
８
月
４
日(

日)

午
後
１
時

　

30
分
〜
※
入
館
料（
４
０
０
円
）で

　

観
覧
で
き
ま
す
。

◆
問
合
せ
／
ゆ
っ
ぷ
る

　
　

２
５
‐
３
８
０
１

　
　

横
手
市
雇
用
創
出
協
議
会
は

　
　

各
種
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

　

就
職
・
転
職
、
進
路
・
進
学
、
新

商
品
開
発
・
販
路
拡
大
、
起
業
な
ど

に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
／
横
手
市
雇
用
創
出
協
議

　

会
事
務
局
（
市
産
業
経
済
部
商
工

　

労
働
課
内
）　

３
３
‐
３
８
９
９

　
　

県
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

　
　

し
ま
す

◆
募
集
住
宅
／
県
営
朝
日
が
丘
住
宅

　

２
戸
（
朝
日
が
丘
三
丁
目
）

◆
募
集
期
間
／
８
月
５
日(

月)
〜
16

　

日(

金)

◆
問
合
せ
／
県
平
鹿
地
域
振
興
局
建

　

設
部
建
築
課　

３
２
‐
６
２
０
６

　
　

警
察
官
Ｂ
・
女
性
警
察
官
Ｂ

　
　

募
集
（
大
卒
以
外
）

◆
受
験
資
格
／
昭
和
58
年
４
月
２
日

　

か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に

　

生
ま
れ
た
方
（
大
学
卒
業
ま
た
は

　

平
成
26
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込

　

み
の
方
を
除
く
）

◆
試
験
日
程
／【
第
１
次
試
験
】９
月

　

21
日(

土)

・
22
日(

日
）

◆
申
込
期
限
／
８
月
23
日(

金)

◆
問
合
せ
／
横
手
警
察
署
警
務
課

　
　

３
２
‐
２
２
５
０

　
　

　
　

横
手
Ｊ
Ｃ
主
催『
サ
ッ
カ
ー
ク

　
　

リ
ニ
ッ
ク
＆
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
』

　

サ
ッ
カ
ー
元
日
本
代
表
の
金
田
喜

稔
氏（
日
本
サ
ッ
カ
ー
名
蹴
会
会
長
）

と
都
並
敏
史
氏
（
同
会
副
会
長
）
を

講
師
に
招
き
、
サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ

ク
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
／
８
月
11
日(

日)

【
ク
リ
ニ
ッ

　

ク
】
午
前
9
時
〜
正
午
※
見
学
自

　

由
【
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
】
午
後
１
時

　

30
分
〜
３
時
30
分
※
入
場
無
料

◆
場
所
／
横
手
北
中
学
校

◆
問
合
せ
／
横
手
青
年
会
議
所

　
　

３
２
‐
１
１
７
０　
　
　

　
　

８
月
は
『
全
国
一
斉
電
気
使

　
　

用
安
全
月
間
』
で
す

　

夏
は
、
暑
さ
で
注
意
力
が
散
漫
に

な
り
が
ち
な
た
め
、
感
電
事
故
が
多

く
な
り
ま
す
。
電
気
の
安
全
な
使
用

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
問
合
せ
／
東
北
電
気
保
安
協
会
横

　

手
事
業
所　

３
３
‐
４
１
８
７　

 

十文字保育所（十文字）ばら組のおともだち山内保育園（山内）ひまわり組のおともだち

2013.8.18（Sun）いよいよ開催！
YOKOTE  　FESTIVAL The3rd 観覧無料
　80組以上のアーティストが横手市内の５会場で演奏す
る野外音楽イベントです。音と熱気あふれる雰囲気をぜ
ひお楽しみください！
【会場＆演奏時間（５会場とも午前10時スタート）】
　①よこてイーストにぎわいひろば（午後８時まで）　
　②よこてイースト駐車場（午後６時まで）
　③かまくら館隣接市民広場（午後６時まで）
　④光明寺公園（午後５時まで）
　⑤横手駅前会場（午後５時まで）　　
　（※①～④の会場では飲食ブースを併設します）
【スタンプラリー開催】
　５会場をまわるスタンプラリーを実施します。抽選で
　豪華景品をゲットしよう！
◆問合せ／『ＹＯＫＯＴＥ 音 ＦＥＳＴＩＶＡＬ』実行委員会
　事務局　090-2844-4959 
　ホームページURL http://yokote.co.jp/oto/

　地元の農産物や銘菓の販売のほか、横手ば
やしや金魚すくいを行います。大抽選会もあ
りますのでぜひお越しください！
◆日　時／８月４日（日）午前10時～午後２時
◆場　所／横手地域局前市民広場
◆問合せ／横手『四季の市』実行委員会・中村　32-1196　
　　　　　　　　

横手「四季の市」開催横手「四季の市」開催

①エコライフフェスタ
　もの作り（ロウソクや間伐材のプレート作り等）を通 
して、身近な環境の大切さを考えます。
◆日　時／８月３日(土)・４日（日）午前10時～午後３時
◆場　所／よこてイースト　◆参加費／無料
②『よこいち。』フリーマーケット
◆日　時／８月18日(日)午前10時～午後４時
◆場　所／Ｙ2ぷらざ１階オープンスペース

 よこてイーストイベント情報
イーストに集まろう！

イーストに集まろう！

問合せ／よこてイースト管理事務所　38-8851

『にっぽん縦断　こころ旅』
思い出の場所＆エピソード大募集
『にっぽん縦断　こころ旅』
思い出の場所＆エピソード大募集

　ＮＨＫＢＳプレミアム『にっぽん縦断こころ旅』は、視聴
者から寄せられた手紙をもとに、俳優の火野正平さんが全
国各地を自転車で旅し『思い出の風景』を訪ねる番組です。
　今回は９月に北海道をスタートし、秋田を経由して冬の
愛知県を目指します。横手市にある貴方の忘れられない場
所、思い出の風景とともに心温まるようなエピソードをぜ
ひご紹介ください。手紙が採用されれば火野さんが横手市
を訪れます！！
◆秋田県の放送予定／10月７日～13日
◆応募締切／９月17日（火）必着
◆応募内容／住所、氏名、性別、電話
　番号、年齢、思い出の場所・風景に
　まつわるエピソード（写真も歓迎）　　　　
◆応募方法／①郵送　〒150-8001
　（住所不要）ＮＨＫ「こころ旅」係
　②ＦＡＸ03-0465-1327で送信
　③ホームページのフォームから投稿
　番組ＨＰ【www.nhk.or.jp/kokorotabi/】 （写真提供ＮＨＫ）
  ※用紙はホームページからダウンロードできます。
◆問合せ／ＮＨＫふれあいセンター　0570-066-066

　山形新幹線延伸推進団体では奥羽本線の利用拡大と山
形新幹線延伸運動の一環として、鉄道を利用した秋田県
と山形県の交流事業を実施します。
◆日時／８月25日（日）午前７時23分横手駅発～新庄まつ
　り見学・自由散策～午後３時45分横手駅着
◆料金／一人1,800円（観覧席代込）　◆定員／先着150人
◆申込み／羽後交通観光湯沢営業所　0183-73-1151

奥羽本線で行く新庄まつり見学ツアー募集奥羽本線で行く新庄まつり見学ツアー募集

講　
座

お
知

ら
せ

募　
集

お
知

ら
せ

募　
集

講　
座



地域からのお知らせ

　　
雄物川ドリームチーム『伝統決戦 横手明峰中VS琴丘中』
　高校、大学等で活躍した雄物川出身のバスケットボー
ル選手で結成された雄物川ドリームチーム。スポーツ少
年団や地元クラブチームとミニゲームなどを行います。
５回目の今回は、横手明峰中VS琴丘中の記念試合も開催
しますので、ぜひ観戦にお越しください。
●日時／８月14日(水)午前８時30分～午後４時30分　●
場所／雄物川体育館 ●入場料／無料 ●問合せ／雄物川
ドリームチーム実行委員会 大日向さん 　080-4118-0287
　　　
2013年『平和の鐘（かね・ベル）を鳴らそう』集会
　震災の復興と世界の平和、夢、希望の願いを込め、み
なさん一人ひとりの手で鐘を鳴らしてみませんか。
●日時／８月15日（木）正午 ●場所／西法寺（平鹿町上吉
田）●問合せ／横手ユネスコ協会 小田嶋さん   33-0897
　
送り盆まつりに〝浴衣で〟出かけてみませんか
　着付けのお手伝いや浴衣の貸し出しを行います。また、
タンスに眠っている浴衣があれば男性・女性用問いませ
んので、ぜひご提供ください。
●日時／８月15日(木)午後４時～７時 ●場所／かまくら
館４階 ●費用／着付け無料、貸出一着600円※予約不要 
●問合せ／高橋さん 　32-2949
　　　
『レイキセラピストセミナー説明会＆体験会』
●日時／８月17日(土)、【説明会】午後１時30分～、【体験会】
午後２時30分～４時30分 ●場所／Ｙ2ぷらざ３階 ●参加
費／無料※要予約 ●問合せ／渡會さん 　080-6290-8538
　
第50回『教育者研究会』 心を見つめ・心を正し・心を伝える 
　教育に関心のある方、どなたでも参加できます。
●日時／８月20日(火)午前９時～午後４時 ●場所／湯沢
グランドホテル　●内容／講演①『いのちのつながりを
求めて』講師：麗澤大学特任教授・北川治男氏 ②『教師
の感性、教師の道徳性、そして教師の人間性』講師：元
小学校校長・細川勝紀氏　●参加費／2,000円（昼食・資
料代）　●定員／100人　●申込み／秋田県モラロジー協
議会 和賀さん 　090-8789-8905
　　
『タップダンス教室』
　中高年の健康維持と増進に、あなたもタップダンスに
挑戦してみませんか。
●日時／９月２日(月)午後２時～３時※毎月第１月曜日
開催 ●場所／Ｙ2ぷらざ３階 ●講師／早川タップダンス
スタジオ・早川みかさん　●参加費／2,000円　●問合せ
／畑田さん 　090-2841-5838
　
平鹿岳友会主催『募集登山 ～焼石岳に登りませんか！』
●日時／９月７日(土)午前７時出発　●集合場所／浅舞
公民館　●登山場所／東成瀬村『焼石岳』（登り約４時間）
●参加費／1,000円　●定員／20人　●申込期限／８月20
日（火）　●申込み／菊地さん 　090-5840-4706
　
横手山岳協会主催『市民募集登山！』
●日時／９月８日(日)午前７時～午後５時 ●登山場所／
鳥海山麓・獅子ヶ鼻湿原と元滝　●参加費／1,500円※申
し込み時にいただきます ●定員／先着50人 ●申込み／
８月10日（土）午前９時から、Ｙ2ぷらざにて※詳しい内容
は、申し込み時に説明　●問合せ／照井さん 　32-0225
　

 

 
 　　　 
南部シルバーエリア『イベント案内』
【かなもじ展 ～日本のうた～】入場無料
●期間／８月１日(木)～21日(水)、午前９時～午後５時
【料理教室～夏ばて防止・減塩上手・野菜を毎日とるこつ～】
●日時／８月31日(土)午前10時～ ●参加費／1,000円 ●
定員／20人　●申込開始／８月２日(金)
●場所・申込み／南部シルバーエリア 　26-3880
　　
秋田富貴蘭会主催『富貴蘭展』
●期間／８月３日(土)・４日（日）、午前９時～午後８時
※４日は午後５時まで　●場所／Ｙ2ぷらざ　●入場料／
無料　●問合せ／鈴木さん 　080-3334-1481
　　
秋田県鍼灸師会主催『はり・灸 無料体験』
　はり・灸の無料体験をはじめ、あなたの症状にあった
効果的なツボのとり方や、健康相談を行います。
●日時／８月４日(日)午前10時～午後３時　●場所／サ
ンサン横手　●問合せ／高橋さん 　090-3129-1246
　　
ね・ま～れ（十文字）『絵葉書教室 巡彩展』
●期間／８月８日(木)～31日（土）、午前10時～午後５時
※８日は午後１時から、31日は午後４時まで ●入場料／
無料　●問合せ／ね・ま～れ※火曜日休館 　42-5320
　　
横手読書会 ８月例会　
●日時／８月８日(木)午後２時～ ●場所／女性センター 
●参加費／無料 ●演題／近詠の川柳から ●講師／よこて
川柳会代表・佐藤勇氏 ●問合せ／横手図書館 　32-2662
　　
煉瓦屋『イベント案内』
【歌の好きな人集まれ ～思いっきり歌声喫茶～】
●日時／８月８日(木)午後７時～ ●参加費／1,000円（飲
み物、洋菓子付）　●演奏曲／岬めぐり他20曲以上
【自然を愛する皆さんの集い】
●日時／８月18日(日)午後１時～ ●内容／①『キノコの写
真とお話し』講師：雄勝野草の会・佐々木進氏 ②『アラジン 
夏の歌謡曲特集』 ●参加費／800円（飲み物、洋菓子付）
〈共通事項〉　●要予約　●申込み／煉瓦屋 　33-2811
　　
『スターウォッチングin秋田』 
　秋田県内の天文同好会５団体による天体観賞です。各種
望遠鏡による観望会と星座のお話しをお楽しみください。
●日時／８月10日(土)午後７時30分～９時（雨天・曇天中止）
●場所／秋田ふるさと村第４駐車場 ●参加費／無料 ●
問合せ／実行委員長 菅原さん 　090-2272-1146
　
被災地復興支援『気まぐれ弾き語りコンサート Vol.７』
●日時／８月11日(日)午前11時～　 ●場所／Ｙ2ぷらざ
●入場料／無料※東日本大震災復興支援の募金にご協力
ください  ●問合せ／ごやさん 　090-6629-0089
　　　
山内三又麓友会『渓流祭り』夏本番、自然と触れ合おう!
　さあ、夏本番です。思い出づくりに自然と触れ合おう。
●日時／８月14日(水)午前10時～正午※小雨決行、大雨・
増水の場合は中止 ●場所／山内三又親水公園ゆったり村  
●内容／イワナのつかみ捕りと渓流釣り※つかみ捕りは
小学生以下が対象 ●参加費／つかみ捕り500円、渓流釣
り1,000円　●問合せ／石沢さん 　090-5844-4954

いどばたプラザいどばたプラザ
　掲載を希望する場合は、発行日の20日前までに内容がわかるもの
を市長公室広報担当（連絡先は最終ページに掲載）にお寄せください。

受付献血日程献血日程
８月１日(木)
横　手

８月８日(木)
平　鹿

全血

種類月日・地域 実　施　場　所

８月４日(日)
横　手

８月14日(水)
横　手

横手市役所平鹿庁舎

横手市役所南庁舎
特別養護老人ホーム ビハーラ横手

ＪＡ秋田ふるさと平鹿総合支店

㈱アスター

㈲平鹿精機製作所

イオンスーパーセンター横手南店
（骨髄バンク登録会同時開催）

イオン横手店（旧横手サティ）

受付時間

11：00～11：45
13：15～14：15
15：00～15：45

 9：45～10：30

13：15～14：15
10：00～11：30

13：00～16：00
10：00～11：40

13：00～16：00
10：00～11：40

広告広告

ふうき



ふれあい 語り合いふれあい 語り合い

読
者
同
士
の
交
流
や
情
報

交
換
に
、
い
ろ
い
ろ
な
声

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

読者の声

　

読
者
の
声
『
た
よ
り
』
は
、
読
者
の

皆
さ
ん
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
市
へ
の
意
見

や
市
報
の
感
想
な
ど
を
、
は
が
き
や
封

書
、
フ
ァ
ク
ス
で
左
記
の
あ
て
先
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
お
た
よ
り
に
は
、

必
ず
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
（
市
報
に
掲
載
す

る
場
合
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
か
イ
ニ
シ
ャ
ル

を
希
望
す
る
方
は
、
氏
名
の
後
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
）

「
た
よ
り
」の
あ
て
先

〒
０
１
３
‐
８
６
０
１

横
手
市
条
里
一
丁
目
１
番
64
号

横
手
市
役
所
市
長
公
室　

広
報
担
当
あ

て　
　

３
３
‐
６
０
６
１

（「
た
よ
り
」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
）

･･････････････････････････････････････

※
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
記
載
内
容
の

　

確
認
お
よ
び
賞
品
の
発
送
の
目
的
に
使
用
し
、
こ

　

の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

お
た
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す

た
よ
り８８

（6/16～7/15日到着分）
（6/16～7/15日到着分）

１１
20132013 横手川沿いの紫陽花回廊（横手地区）

横手川沿いの紫陽花回廊（横手地区）

日本国秋田県横手市
日本国秋田県横手市

発行号「８月１日号」、郵便番号、住所、氏名、年齢を明記の上、
必ず「たより」の文面を添えてお送りください。当選者の発表
は賞品の発送をもって代えさせていただきます。
プレゼント応募の締め切り　８月26日（当日消印有効）

応
募
方
法

お便りを送って
 横手の逸品 を
ゲットしよう！
〝　　　　　〟

今月の読者
　プレゼント

ラジオドラマ声優 ＆
「清原紅蓮隊」隊士 募集

　横手、美郷、平泉との関係をあらためて見直すた
めに、地域の歴史をラジオドラマで表現してくださ
る出演者等を募集します。※いずれもボランティア
（無報酬）です。

　続編製作が決定したＦＭラジオドラマ『ゴサキヨ』
の声優になってみませんか。経歴、年齢は問いませ
ん。８月から横手かまくらＦＭで収録し全国に放送
します。

　秋田県初の武将パフォーマーとして活躍中の『清
原紅蓮隊』に参加し、歴史上の人物にふんして、地
域を全国に宣伝してみませんか。

歴史ロマンを表現してみませんか歴史ロマンを表現してみませんか

武将隊『清原紅蓮隊』隊士募集

ラジオドラマ声優募集

広告広告

　

父
の
日
に
長
男
よ
り
宿
泊
ギ
フ
ト

券
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
、
妻
と
北

東
北
を
旅
し
て
き
ま
し
た
。
梅
雨
入

り
前
の
新
緑
が
眩
し
い
季
節
、
山
の

幸
、
海
の
幸
も
満
喫
し
至
福
の
２
日

間
で
し
た
。『
子
は
か
す
が
い
』で
す
。

（
子
離
れ
出
来
な
い
父
さ
ん
・
71
歳
・

横
手)

　

10
日
間
孫
を
預
か
り
一
緒
に
生
活

し
ま
し
た
。
５
才
と
２
才
の
孫
は
長

靴
と
虫
か
ご
、
虫
取
り
網
を
持
っ
て

遊
び
に
き
ま
し
た
。
カ
エ
ル
、セ
ミ
、

ト
ン
ボ
…
目
を
き
ら
き
ら
さ
せ
て
追

い
か
け
て
い
ま
し
た
。
も
う
ト
ン
ボ

が
い
る
こ
と
に
ビ
ッ
ク
リ
！
怪
我
を

さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
、
孫
を

追
い
か
け
て
、
私
も
疲
れ
て
夜
は
グ

ッ
ス
リ
。
孫
達
よ
ま
た
来
て
ネ
！

（
岩
ち
ゃ
ん
さ
ん
・
62
歳
・
十
文
字
）

　

６
月
１
日
号
の
た
よ
り
で
孫
の
話

を
書
い
て
い
た
方
、
私
も
全
く
同
じ

体
験
を
し
て
い
ま
す
。
我
家
に
も
孫

が
い
て
、
携
帯
の
待
ち
受
け
画
像
は

も
ち
ろ
ん
、
部
屋
中
に
写
真
を
貼
っ

て
い
ま
す
。
今
は
、
何
と
呼
ば
せ
よ

う
か
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
じ
ゃ
嫌
か
な

と
か
考
え
中
で
す
。
で
も
、
自
分
か

ら
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
だ
よ
」
と
言
っ

て
し
ま
い
ま
す
が
。

（
ぶ
う
ち
ゃ
ん
さ
ん
・
67
歳
・

東
京
都
清
瀬
市)

　

梅
雨
の
時
期
に
部
屋
の
模
様
替
え

を
す
る
と
い
い
と
聞
い
た
の
で
、
さ

っ
そ
く
家
具
を
動
か
し
大
掃
除
。
汗

だ
く
に
な
り
な
が
ら
、
が
ん
ば
り
ま

し
た
。
お
か
げ
で
気
分
は
ス
ッ
キ
リ

で
す
。
お
天
気
も
毎
日
ス
ッ
キ
リ
！

雨
は
い
つ
降
る
の
…
。

（
Ｎ
・
Ｔ
さ
ん
・
45
歳
・
山
内)

　  

「
母
さ
ん
、笹
餅
巻
い
だ
ら
送
っ
て

け
れ
」
と
弘
前
に
い
る
娘
か
ら
電
話

が
あ
り
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
笹
の
葉

を
買
い
求
め
、
巻
い
て
送
り
ま
し
た
。

結
婚
し
て
十
数
年
経
つ
娘
で
す
が
毎

年
待
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
「
ご
ち

そ
う
様
。
お
い
し
か
っ
た
よ
」
と
娘

の
ダ
ン
ナ
さ
ん
。
私
は
嬉
し
く
な
り

「
ま
た
来
年
も
送
る
ね
」
と
約
束
し

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
よ
う
と
思
っ

て
い
る
こ
の
頃
で
す
。

（
Ｋ
・
Ｈ
さ
ん
・
72
歳
・
平
鹿)

　

一
年
で
一
番
気
持
ち
の
い
い
季
節

を
過
ご
し
て
い
る
私
達
。
何
よ
り
あ

り
が
た
い
事
に
、
こ
こ
は
、
災
害
が

少
な
い
土
地
。
富
士
山
と
ま
で
は
い

か
な
い
が
、
鳥
海
山
も
す
ば
ら
し
い

山
。
幸
せ
を
感
じ
な
い
わ
け
が
な
い
。

新
し
い
道
路
を
造
っ
て
も
ら
い
、
一

生
懸
命
働
こ
う
と
い
う
気
持
ち
で
い

る
。
そ
ん
な
時
に
、空
ビ
ン
、空
カ
ン

の
ポ
イ
捨
て
を
発
見
し
残
念
に
思
う
。

　

ま
た
、
豊
か
に
な
っ
た
今
、
災
害

の
あ
っ
た
土
地
へ
行
っ
て
み
て
、
協

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

（
Ｔ
・
Ｉ
さ
ん
・
64
歳
・
増
田)

　

し
ば
ら
く
雨
が
降
ら
ず
ど
う
し
た

も
の
か
と
思
っ
て
い
た
所
に
恵
の
雨
。

地
産
地
消
を
心
が
け
、
少
し
の
畑
で

は
あ
る
が
、
そ
れ
な
り
の
収
穫
を
楽

し
ん
で
い
る
。
今
日
の
雨
で
生
き
生

き
と
な
っ
た
野
菜
の
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
一
安
心
。
手
を
か
け
れ
ば

そ
れ
な
り
の
物
が
と
れ
る
こ
と
は
理

解
し
て
い
る
つ
も
り
だ
が
、
す
べ
て

に
お
い
て
と
は
行
か
ず
ス
ー
パ
ー
の

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
物
も
あ
る
。

我
家
で
収
穫
に
な
る
頃
に
は
も
う
食

べ
あ
き
て
し
ま
う
物
さ
え
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
我
家
で
と
れ
た
野
菜
と
い

う
だ
け
で
な
ん
と
な
く
新
鮮
で
お
い

し
さ
が
違
う
み
た
い
だ
。
こ
れ
か
ら

も
出
来
る
限
り
、
作
り
続
け
て
い
け

た
ら
い
い
と
思
う
。

（
夢
追
蛍
さ
ん
・
64
歳
・
横
手)

　

光
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
藤
城
清
治
の

世
界
展
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
秋

田
の
行
事
、
３
・
11
の
震
災
、
福
島

で
防
護
服
を
着
て
ま
で
ス
ケ
ッ
チ
し

た
作
品
な
ど
、
２
０
０
点
が
心
を
ゆ

さ
ぶ
り
元
気
、
希
望
、
生
き
る
力
を

与
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
た

く
さ
ん
の
入
場
者
で
応
援
し
た
い
も

の
で
す
。

（
Ｙ
・
Ｆ
さ
ん
・
65
歳
・
横
手)

　

昨
年
『
藤
城
清
治
の
世
界
展
』
を

見
て
き
ま
し
た
。
光
と
影
と
水
と
、

目
も
心
も
う
ば
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
す
ご
い
！
の
一
言
で
す
。
ち
な

み
に
湯
沢
の
美
人
画
絵
灯
ろ
う
も
ス

テ
キ
で
す
よ
。

（
桐
原
マ
サ
子
さ
ん
・
横
手)

　

今
年
も
６
月
下
旬
か
ら
ホ
タ
ル
が

出
て
、
夕
食
の
後
片
づ
け
を
終
え
て

か
ら
ホ
タ
ル
と
面
会
し
て
い
ま
す
。

数
は
昨
年
よ
り
少
な
い
気
が
し
ま
す

が
、
自
然
豊
か
な
大
森
っ
て
い
い
な

あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
大
森
ば
あ
ば
さ
ん
・
55
歳
・
大
森)

　

実
家
へ
の
用
が
あ
っ
て
出
か
け
た

帰
り
、
後
ろ
か
ら
い
き
な
り
１
台
の

車
が
、
私
の
車
の
前
に
入
り
込
ん
で

来
て
、
と
て
も
怖
か
っ
た
で
す
。
運

転
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

（
Ｙ
・
Ｔ
さ
ん
・
33
歳
・
平
鹿
）

　

70
才
の
年
祝
の
ク
ラ
ス
会
が
７
月

に
行
な
わ
れ
、
私
は
ど
う
し
て
も
参

加
で
き
な
い
で
し
ま
っ
た
。
そ
ん
な

私
を
気
遣
っ
て
、
実
家
に
帰
る
前
に

勤
務
先
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
っ
た
幼

な
じ
み
の
Ｋ
さ
ん
。
そ
し
て
、
平
成

７
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
を
無
事
に

元
気
で
い
て
く
れ
て
、
今
回
お
目
に

か
か
れ
た
Ｔ
さ
ん
。
私
と
一
緒
に
す

ご
し
た
い
と
、
私
の
町
の
旅
館
に
二

日
も
泊
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
二
晩
だ

け
で
は
語
り
つ
く
せ
な
い
想
い
出
。

今
ま
で
に
な
か
っ
た
幸
せ
な
夜
を
す

ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
互

い
元
気
で
こ
う
し
て
お
目
に
か
か
れ

た
幸
せ
、
そ
れ
に
感
謝
。
77
才
に
き

っ
と
く
る
か
ら
元
気
で
い
て
ネ
。
今

も
耳
か
ら
は
な
れ
ま
せ
ん
。

　

友
と
は
何
も
言
わ
ず
と
も
通
じ
あ

う
心
の
中
。
本
当
に
何
に
も
ま
さ
る

宝
で
す
。
あ
の
日
の
約
束
以
来
、
体

に
気
を
つ
け
て
生
き
て
い
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。

（
遠
藤
さ
ん
・
69
歳
・
平
鹿
）

　

７
月
１
日
号
『
思
え
ば
遠
く
へ
来

た
も
ん
だ
』
の
岐
阜
県
郡
上
市
出
身

の
小
林
さ
ん
、
実
家
の
母
と
同
じ
出

身
地
と
い
う
こ
と
で
、
親
し
み
を
感

じ
ま
し
た
。
郡
上
市
が
紹
介
さ
れ
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
の
『
に
っ

ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
』（
６
月
放
送
）

を
見
て
頂
け
た
で
し
ょ
う
か
。
主
人

は
、
「
郡
上
は
、
山
内
の
よ
う
な
雰

囲
気
が
あ
る
ね
」
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。
会
っ
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
。（小

田
嶋
佳
子
さ
ん
・
横
手)

　　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
の
『
に

っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
』
で
郡
上
市

が
紹
介
さ
れ
た
よ
う
で
す
ね
。

　

こ
こ
横
手
に
も
す
ば
ら
し
い
風
景

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
心
に
残
る
風
景
や
忘
れ
ら
れ
な
い

場
所
、
思
い
出
な
ど
を
手
紙
に
書
い

て
、番
組
に
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

旅
の
ル
ー
ト
は
み
な
さ
ん
の
お
手
紙

で
決
ま
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
横
手

を
全
国
に
紹
介
し
ま
し
ょ
う
！

　
（
詳
し
く
は
21
ペ
ー
ジ
）

◆ 申込期限／８月16日（金）
◆ 申込み・問合せ／
　 横手市美郷町後三年合戦活用協議会事務局
   市総務企画部市長公室　35-2162　33-6061

 

　中里果樹園で育まれ
たりんごを原料に、果
皮まるごとを絞りこん
だ、100％のストレート
ジュース。りんごポリ
フェノールや栄養がぎ
っしりつまった、こだわりの逸品です。暑い夏をりん
ごパワーで乗り切りましょう！
　今回は、『我が家のこだわりりんごジュース』４個
をセットにして５名様にプレゼントします。
【提供】りんごの里 中里果樹園 　090-2363-6242
※我が家のこだわりりんごジュース（１個105円）のお求めは、
　りんごの里 中里果樹園にお問い合わせください。

今月の『思えば遠くへ来たもんだ』の根路銘さんからのご紹介！

中里果樹園の
「我が家のこだわりりんごジュース」

 



広告広告

最寄りの図書館で全ての館の
　　　　　　　　蔵書を借りることができます。
◆問合せ／中央(雄物川)図書館　22-2300またはお近くの図書館へ図書館だより図書館だより

今月のおすすめ図書

　紙幣にも描かれた『夏目漱石』は、
小説家と大学教授というイメージが
ありますが、それ以外にも多彩な顔
を持つ人物です。知られざる功績や
人間像など、愉快なエピソードを交
え〝漱石愛〟を語る一冊です。

『七つの顔の漱石』
 出久根達郎＝著／晶文社
『七つの顔の漱石』
 出久根達郎＝著／晶文社

　ルーチカの住むフェリエの国は、
「ある」と信じる人だけに見える、
秘密の場所。わたしたちの住む世界
と似ているようでちょっと違う。彼
らがくれる素敵な贈り物に、きっと
幸せな気持ちになるはずです。

・８月10日（土）午前10時30分～／十文字
・８月11日（日）午前10時30分～／横手
・８月17日（土）午前10時30分～／増田
・８月18日（日）午前10時30分～／雄物川
・８月24日（土）午後２時30分～／平鹿

８月のおはなし会　会場：各図書館８月のおはなし会　会場：各図書館

◆大人向け

◆こども向け

・動物は何を見ているか／日高敏隆
・座右の本／原田かずこ
・高校野球を200％楽しむ観戦読本／手束仁　
・100歳、ずっと必要とされる人／福井福太郎
・かあちゃん取扱説明書／いとうみく
・おこめができた！／中川孝俊・監修
・みみずん／かべやふよう
・はだかのサイ／ミヒャエル・エンデ

新着図書の紹介新着図書の紹介
蔵書検索

　元ビートルズのポール・
マッカートニーの日本公
演が決まりました。64歳
になったら、と40年前に
歌っていたポールも御年
71歳。それでも３時間近
くのコンサートをやりぬ
く体力は素晴らしい。ピ
アノに座る時間がだんだ
ん長くなって…というよ
うなこともなく、アップ
テンポのロックンロール
も歌ってくれています。
ビートルズのアビーロー
ドからの選曲もうれしい
限り。今年は行けないけ
れど、喜寿にはもう一度
来日してほしい。今年も
横手の『音フェス』では
ビートルズの曲が聴けそ
うで楽しみです。(寛己）

あとがき
広報担当者のつぶやき

『はりねずみのルーチカ』
 かんのゆうこ＝作、北見葉胡＝絵
 ／講談社

『はりねずみのルーチカ』
 かんのゆうこ＝作、北見葉胡＝絵
 ／講談社

　国際教養大学が映像で記録した『秋田民俗芸能アーカ
イブス』のうち、金澤八幡宮祭典・全県伝統掛唄大会や
保呂羽山・波宇志別神社の霜月神楽、仁井田番楽ほか市
内32の民俗芸能のＤＶＤを貸出しています。
　また、大森図書館では『保呂羽山の霜月神楽』全502分
を、８月３日から５回にわたり毎週土曜日に上映します。
・日時／８月３日・10日・17日・24日・31日、午後２時～

横手の民俗芸能がご覧いただけます横手の民俗芸能がご覧いただけます

横手図書館 ・・・・・・ 8月1・7・14・21日
増田図書館 ・・・・・・ 8月1・5・12・19日
平鹿図書館 ・・・・・・ 8月1・6・13・20日
雄物川図書館 ・・・・ 8月1・7・14・21日
大森図書館 ・・・・・・ 8月1・6・13・20日
十文字図書館 ・・・・ 8月1・7・14・21日
山内図書館 ・・・・・・ 8月3・4・10・11・17・18日
大雄図書館 ・・・・・・ 8月1・5・8・12・15・18・19日
雄物川郷土資料館　8月5・12・19日
ゆっぷる ・・・・・・・・ 8月は休館なし
ゆとり館 ・・・・・・・・ 8月6・13・20日
えがおの丘 ・・・・・・ 8月5・19日
大森健康温泉 ・・・・ 8月5・12・13・19日
ゆとりおん大雄 ・・ 8月1日
健康の駅トレーニングセンター
　東部 ・・・・・・・・・・ 8月7・14日
　西・南部 ・・・・・・ 8月3・4・10・11・17・18日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　 ・・・・・・ 8月5・12・19日
南部シルバーエリア　8月5・12・19日
※プールは夏休み期間中休まず営業

お出かけ、ご利用前にご確認ください

増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　診 療 日　8月7・14・21日（毎週水曜）
　診療時間　14：00～15：30
えがおの丘診療所（整形外科）
　診 療 日　8月7・21・28日（水）
　診療時間　14：30～16：00
大沢診療所（内科）
　診 療 日　8月12・26日（月）
　診療時間　13：30～15：00
三又へき地診療所（内科）
　診 療 日　8月6・20日（毎週火曜）
　　　　　　※13日は休診
　診療時間　13：30～16：30
上平野沢へき地診療所（内科）
　診 療 日　8月1・8・15日（毎週木曜）
　診療時間　13：00～15：00
　　　　　　（吉谷地）
　　　　　　15：10～17：00
　　　　　　（山内武道）

休館日 診療所

まごころを込めた漬け物を提供

たくみ

職員と一緒に研鑽を積んで、さらに良
いものを消費者に届けたい。

さとう　せいこ　
昭和12年、湯沢市生まれ。平鹿町の農家に嫁ぎ、農
協若妻部を通じて漬け物作りに携わる。平成５年か
ら『浅舞婦人漬物研究会』の会長。原料は、すべて
地元農家と契約し地元の味にこだわる。毎年行って
いる職員の新製品開発コンクールは、研究会活性化
の源。商品の『秋田の田舎漬』は首都圏でも好評を
得ている。

佐藤　征子さん（75歳・平鹿）

　

『
お
ふ
く
ろ
の
味
』
や
『
家
庭
の
味
』
と
称
さ
れ
る
漬
け

物
は
、
食
卓
に
欠
か
せ
な
い
一
品
で
、
代
々
そ
の
味
を
受
け

継
い
で
い
る
家
庭
も
あ
る
。
ま
た
、
お
土
産
や
贈
り
物
と
し

て
口
に
す
る
と
、
懐
か
し
い
味
に
故
郷
を
思
い
出
す
人
も
多

い
。
長
年
に
わ
た
り
漬
け
物
の
加
工
・
販
売
に
携
わ
っ
て
い

る
『
浅
舞
婦
人
漬
物
研
究
会
』
の
会
長
が
佐
藤
さ
ん
で
あ
る
。

　

浅
舞
地
区
婦
人
会
と
農
協
婦
人
部
が
母
体
と
な
り
、
昭
和

45
年
、
浅
舞
婦
人
漬
物
研
究
会
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら

42
年
、
今
も
な
お
、
現
場
に
立
ち
続
け
て
い
る
佐
藤
さ
ん
は

漬
け
物
作
り
の
匠
で
あ
る
。
当
初
は
７
人
で
み
そ
漬
け
と
粕

漬
け
を
作
り
、
小
売
店
に
卸
す
傍
ら
、
か
ま
く
ら
な
ど
の
催

し
の
際
に
街
頭
販
売
も
し
た
。
「
街
頭
で
お
客
さ
ん
に
声
を

か
け
る
こ
と
が
恥
ず
か
し
か
っ
た
。
小
売
り
店
か
ら
商
品
の

見
た
目
に
も
気
を
使
う
こ
と
な
ど
を
教
え
て
も
ら
い
、
徐
々

に
商
売
の
い
ろ
は
を
覚
え
て
い
っ
た
。
す
べ
て
が
順
風
満
帆

で
は
な
か
っ
た
が
、
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
い
、
乗
り
越

え
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

　

農
家
の
婦
人
た
ち
の
取
り
組
み
は
、
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
で

報
道
さ
れ
た
。
製
造
の
技
術
に
も
磨
き
が
か
か
り
『
地
元
・

浅
舞
の
味
』
が
確
立
さ
れ
、
種
苗
交
換
会
で
の
農
林
水
産
大

臣
賞
の
受
賞
は
６
回
を
数
え
た
。
平
成
５
年
に
は
、
研
究
会

の
会
長
に
就
任
し
た
匠
。
「
下
漬
け
を
し
て
く
れ
て
い
る
野

菜
下
漬
出
荷
組
合
の
皆
さ
ん
に
は
感
謝
し
て
い
る
。
今
後
も

研
究
会
の
職
員
と
一
緒
に
ま
ご
こ
ろ
を
込
め
て
作
っ
て
い
き

た
い
と
思
う
」
と
話
す
。
さ
ら
に
教
養
講
座
の
開
催
や
職
員

に
よ
る
新
製
品
開
発
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施
な
ど
、
職
員
の
意

欲
を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と
に
も
主
眼
を
置
い
て
い
る
。

　

下
漬
け
の
脱
塩
処
理
か
ら
始
ま
り
、
漬
け
込
み
、
加
工
計

量
、
真
空
パ
ッ
ク
詰
め
、
熱
殺
菌
、
金
属
探
知
で
の
異
物
確

認
、
目
視
検
査
を
経
て
完
成
す
る
商
品
は
、
現
在
24
種
類
に

お
よ
ぶ
。
ま
た
衛
生
的
な
製
造
過
程
が
、
昨
年
、
漬
け
物
業

界
で
は
県
内
初
と
な
る
秋
田
県
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証
を
受
け
た
。

  

職
員
を
思
い
、
食
の
安
全
性
を
考
え
る
真
摯
な
匠
の
姿
勢

が
、
今
後
も
商
品
を
通
じ
て
消
費
者
に
伝
わ
っ
て
い
く
。

漬け物製造業Vol.93
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月

月

火

土



日

土
金　

横荘線展　～10月20日、9：00～17：00、雄物川郷土資料館
横手の人形展　～8月20日、9：00～16：30、横手城展望台
釣りキチ三平生誕40周年展　～9月8日、9：30～、増田まんが美術館
藤城清治の世界展　～9月8日、9：30～、秋田県立近代美術館
　法 相談予約受付開始8月21日分　市くらしの相談課　35-4099
　心 横手地域局
　心 十文字町幸福会館

南部エリア＆白寿園 夏祭り2013
　　17：45～、南部シルバーエリア
横手『四季の市』　10：00～14：00、横手地域局市民広場
ゆっぷる『18周年記念イベント』　13：30～、詳しくは20ページ
　急 平鹿総合病院（西成医師）　32-5124
　急 高橋医院（十文字）　42-0421
　児 平鹿総合病院（無江医師）　32-5124
　法 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　　 　10：00～12：00、社協・平鹿福祉センター　24-3283
ねむり流し　18：00～　
　行 増田地区多目的研修センター　9：30～12：00
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
　法 横手地域局　10：00～12：00／13：00～15：00、
　　 社協・横手福祉センター　33-8668
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
笑顔のまちのは・は・は祭　17：00～、詳しくは12ページ
　行 心 大森コミュニティセンター　9：30～12：00
　税 横手地域局□問合せ／横手福祉センター　33-8668
　行 心 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）　9：30～12：00 
　行 横手地域局１階総合案内　13：00～15：00
プロ野球イースタンリーグ公式戦　東北楽天VS北海道
　日本ハム、11：00開場、グリーンスタジアムよこて
サッカークリニック＆トークショー　10：30～、詳しくは20ページ
　急 市立横手病院（下田医師）　32-5001
　急 雄物川クリニック（雄物川）　22-5511
　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124

　心 増田地区多目的研修センター
防災ラジオ試験放送日  11：45頃～、横手かまくらＦＭ
　心 雄物川コミュニティセンター
横手送り盆まつり　～16日　
今泉祇園囃子　9：00～、十文字町睦合集落・永泉寺前
横手市成人式　10：00～、横手市民会館
　心 横手地域局
全日本元祖たらいこぎ選手権大会　9：00～、詳しくは12ページ
増田盆おどり大会　19：30～、詳しくは12ページ
　法 大森コミュニティセンター
　　 　10：00～12：00、社協・大森福祉センター　26-3274
　心 十文字町幸福会館
第３回平鹿音楽祭　14：00～16：30、詳しくは12ページ

YOKOTE 音 FESTIVAL The3rd　詳しくは21ページ
大腸がん予防講演会　13：30～、横手市民会館　
ひらかまち盆踊り　19：00～、詳しくは12ページ
　急 平鹿総合病院（福嶋医師、佐野医師※１）　32-5124
　急 小田嶋まさる内科（横手）　38-8951
　児 平鹿総合病院（石橋医師）　32-5124
　行 雄物川地域局特別会議室　10：00～12：00
　法 増田地区多目的研修センター
　　 　10：00～12：00、社協・増田福祉センター　45-4848
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
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　　　　みどりの朝市感謝デー開催！
 日　時／８月12日（月）5：30～
 場　所／横手地域局駐車場（秋田銀行横手支店側）
 問合せ／横手地域局産業建設課　32-2718

法

心

心

行

急
急
児

法

心

心

心

税
行
行

行

行

法

急
急
児

心

心

心

心

急
急

法

法
児

心
心

市
報
よ
こ
て
　
№
188 [ 2013年（

平
成
25年
）８
月
１
日
号
 ]

　
発
行
／
横
手
市
 TEL：0182-35-2111（

代
）　
　
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
／
総
務
企
画
部
市
長
公
室
　
〒
013-8601 横

手
市
条
里
一
丁
目
１
番
64号
　
TEL：0182-35-2162　

FAX：0182-33-6061　
　

8.1　8.20８月14日は防災ラジオ試験放送日  77.4ＭＨｚ！

【無料相談】 行…行政 法…法律（要予約） 人…人権 税…税務（9：30～12：00） 
      　　 心…心配ごと（9：30～12：00）問合せ／各地域社協・福祉センター
【救急医療】 急…休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　 　　※１…今月の第３日曜日は耳鼻科の医師も診察します
　　　　　 児…日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）

【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8529）
　・毎週月曜～木曜 9：30～12：00／13：00～15：30

心
法 人

急

児

行 税

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

８月４日（日）「耳をすませば」  　　　　 　        【111分】
８月11日（日）「千と千尋の神隠し」     　　    　　【124分】
８月18日（日）「ダイナソー」 　　　                 【82分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　迫力ある屋形舟のぶつかり合いや花火を、蛇の崎
橋の橋上観覧席で、ぜひご覧ください。
◎販売開始／８月16日(金)17：00、観覧席の入場は
　　　　　　18：00～、事前予約は受付けしません
◎販売場所／蛇の崎橋上流歩道の受付
◎料　　金／1,000円　　◎座席数／150席
◎注意事項／観覧席内は禁酒、カメラの三脚持込禁止

屋形舟を間近で観賞してみませんか！

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

Pick
 up
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横手送り盆まつり

■８月６日（火）・15日（木）・16日（金）
　横手の送り盆まつりは、
江戸時代の『享保の大飢饉』
で亡くなった人々を供養す
るために、わらで作った舟
を川原に繰り出したのが始
まりといわれています。ね
むり流しを皮切りに、市民
盆踊り、屋形舟の繰り出し
が行われ、迫力あるぶつか
り合いが繰り広げられます。
◆ねむり流し
 【６日（火）18：00～20：30、蛇の崎川原】
　各町内の子どもたちが小舟を繰り出します。
◆市民盆踊り・屋形舟鑑賞会
 【15日（木）19：00～21：30、横手地域局前おまつ
　り広場】千人を超える踊り手が、屋形舟を囲
　んで艶やかな踊りを披露します。
◆屋形舟繰り出し
　【16日（金）18：30～22：30頃、蛇の崎橋・蛇の崎
　川原】重さ約800㎏の屋形舟が、サイサイ囃子
　とともに蛇の崎川原に集結。蛇の崎橋の上で
　迫力あるぶつかり合いを繰り広げます。
◆協賛花火打ち上げ【16日（金）19：00～21：00】
　約3,000発の花火がまつりを盛り上げます。

◆問合せ／横手市観光協会 　33-7111

 だい  き  きん

　秋田県は、がん死亡率全
国第１位、大腸がん死亡率
は、全国第２位となってい
ます。横手市はがん予防の
ために『がん検診』を積極的
に推進しており、県内でも
検診受診率は上位となって
います。今回は、大腸がん
治療の名医である昭和大学
横浜市北部病院消化器セン
ター長の工藤進英氏を講師
に、大腸がんの治療や予防について考えます。
◆場　所／横手市民会館 ※12：30～受付開始
◆入場料／無料　
◆問合せ／市健康福祉部健康推進課 　33-9600

Pick
 up
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大腸がん予防講演会
■８月18日（日）13：30～15：20

『大腸がん、これだけ知れば怖くない』
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